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(57)【要約】
　フォーインワンマットレス管理システム、ならびに、
ベッドメイキングすること、マットレスを回転させるこ
と、マットレスが回転されている間にベッドスカートを
適所に保持すること、例えば、ベッドスカートを再配置
するためにマットレスを設置または取り外しおよび再設
置することを含む、全てのサイズのベッドと関連付けら
れる作業を容易にするための方法が開示される。システ
ムは、能動モードと受動モードとを含む。能動モードに
おいては、上記で言及された４つ全ての作業を実行する
ことができる。受動モードは選択可能である。受動モー
ドにおいて、マットレスは水平面内で容易に回転するこ
とができる。そのモード中、システムは、マットレスが
回転されている間に、ベッドスカートを押し下げる。能
能動モードにおいて、本発明はベッドメイキングを容易
にし、したがって、ハウスキーピングスタッフを効率を
増大させ、ハウスキーピングスタッフが部屋の残りの部
分に注意を払うのに十分な時間を残す。能動モードはま
た、ベッドスカートの設置および交換も容易にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベッドに関連付けられる様々な作業を容易にするためのマットレス管理システムであっ
て、
　前記システムは、
　一緒に取り付けられる２枚の材料および吸気ノズルから形成される膨脹可能空気ボリュ
ームと、
　一端において前記吸気ノズルに接続されるように形成される導管と、
　前記導管の反対側の端部に接続される空気ポンプと
　を備え、
　膨脹可能空気ボリュームは、前記空気ポンプによって空気が前記膨脹可能空気ボリュー
ムに送り込まれているときに、空気の制御された放出を可能にするように形成される、マ
ットレス管理システム。
【請求項２】
　マットレス、土台および前記土台上のベッドスカートを含むベッドのためのマットレス
管理方法であって、
　前記方法は、
　膨脹可能空気ボリュームをマットレスまたは代替的に土台に取り付けるステップと、
　前記膨脹可能ボリュームに空気を供給するステップと
　を含む、マットレス管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年６月２７日に提出された同時係属の米国特許出願第１３／５３４
，６７４号の一部継続出願であり、当該特許出願は、米国特許出願第１３／０７８，３８
５号の一部継続出願であり、当該特許出願は、米国特許出願第１２／７７２，５７２号、
現在は米国特許第８，００６，３３１号の継続出願である。
【０００２】
　本発明は、フォーインワンマットレス管理システム、ならびに、ベッドメイキングする
こと、マットレスを回転させること、マットレスが回転されている間にベッドスカートを
適所に保持すること、例えば、ベッドスカートを再配置するためにマットレスを設置また
は取り外しおよび再設置することを含む、全てのサイズのベッドと関連付けられる作業を
容易にするための方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来のベッドは、ボックススプリングまたは下部マットレスまたはプラットフォーム（
以下「土台」）および上部マットレスを含む。上部マットレスは相対的に重い物品である
。マットレスの重さは、コイルコア、コイルの内径および使用される材料または発泡材料
のタイプに応じて変化する。平均的なキングサイズのマットレスの重さは８５～１１５ポ
ンドである。ラテックスまたは形状記憶発泡体を用いた最高級のキングサイズのマットレ
スは、３００ポンド程度の重さであり得る（ｈｔｔｐ：／ｗｗｗ．ｍａｔｔｒｅｓｓｄｉ
ｒｅｃｔｏｎｌｉｎｅ．ｃｏｍ）。そのため、ベッドと関連付けられる様々な作業は相対
的にかなり重労働である可能性がある。
【０００４】
　例えば、ホテルおよびモーテルチェーン、ならびに、病院、養護施設および長期療養施
設を含む医療施設（以下「商業施設」）は、それらの施設においてフラットシーツしか使
用しないことが知られているが、これは、フラットシーツがボックスシーツと比較して費
用が低く、それらのそれぞれの全ての備品の中で物品をより少ないままにすることが所望
されることに起因する。そのため、そのような施設においてフラットシーツを用いて適切
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にベッドメイキングするために、ハウスキーピング要員は、上述のように非常に重い可能
性がある上部マットレスを持ち上げる必要がある。より詳細には、そのような施設におい
て、上部シーツおよび下部シーツならびに毛布を用いてベッドメイキングされる。上部シ
ーツおよび下部シーツの両方はフラットシーツである。
【０００５】
　適切にベッドメイキングするために、上部シーツおよび下部シーツは上部マットレスと
土台との間に挟み込まれる。より具体的には、下部シーツは、ベッドの各側辺に垂れるシ
ーツの量が等しくなり、ベッドの頭領域および脚領域に垂れるシーツの量が等しくなるよ
うに、ベッド上に配置される。余分なシーツはベッドの頭領域および脚領域に挟み込まれ
、いわゆる「ホスピタルコーナ」が形成される。次いで、下部シーツの余分が次にマット
レスとボックススプリングとの間に挟み込まれる。その後、上部シーツが下部シーツの上
に配置され、下部シーツと同じようにホスピタルコーナで配置され挟み込まれるが、頭領
域は開いたままにされる。言い換えれば、上部シーツの脚部および側辺部のみがマットレ
スとボックススプリングとの間に挟まれる。次いで、毛布がベッドの上に配置され、上部
シーツと同じように挟み込まれてもよい。
【０００６】
　マットレスとボックススプリングとの間に上部シーツおよび下部シーツを挟むために、
上部マットレスは通常持ち上げられなければならない。上記で言及したように、マットレ
スは重さが最大３００ポンドになる可能性がある。ベッドメイキングするために、ハウス
キーピング従業員は、下部シーツについて４回、ならびに上部シーツおよび毛布について
３回ずつで、ベッドあたり最大１０回マットレスを持ち上げる必要があり得る。ホテル、
モーテルまたは医療施設の各ハウスキーピング従業員が一回のシフトで少なくとも２０～
３０のベッドメイキングすると仮定して、各ハウスキーピング従業員は一般的に、シフト
あたり少なくとも１５０～２００回マットレスを持ち上げることになる。ベッドメイキン
グは毎日の仕事であるため、ハウスキーピング従業員は、毎日のようにシフトあたり１５
０～２００回マットレスを持ち上げることになる可能性がある。
【０００７】
　そのような持続的で反復的な持ち上げによって従業員が腰痛を発症することになり、結
果として従業員が休職し、または深刻な場合には障害を受けることになる。そのような健
康問題を軽減するための方策は取られてきている。例えば、単純に下部シーツにボックス
シーツを使用することによって、マットレスが持ち上げられる回数が４０％低減する。し
かしながら、ボックスシーツでは、それによって病院が有名になっている「ホスピタルコ
ーナ」が下部ベッドシーツにもたらされない。その上、下部シーツにボックスシーツを使
用しても、上記の例を使用するとハウスキーピング従業員は依然として一日あたり少なく
とも９０～１６０回マットレスを持ち上げる必要がある。
【０００８】
　ボックスシーツを使用しても、その欠点が除かれるわけではない。例えば、ボックスシ
ーツはフラットシーツよりも費用がかさむ。また、商業施設においてはシーツを頻繁に洗
濯するため、ボックスシーツの弾性は消耗していく傾向にある。そのため、そのような施
設に使用されるボックスシーツは商業施設での利用においては、ストレートシーツよりも
頻繁に交換する必要がある。
【０００９】
　ベッドと関連付けられる他の作業も相対的にかなり重労働である可能性がある。これら
の作業は、ベッドスカートの有無にかかわらずマットレスを回転させること、ベッドスカ
ートを交換するためにマットレスを取り外すことを含む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、これらの作業を容易にすることが必要とされている。
【課題を解決するための手段】



(4) JP 2015-525615 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

【００１１】
　簡潔には、本発明は、フォーインワンマットレス管理システム、ならびに、ベッドメイ
キングすること、マットレスを回転させること、マットレスが回転されている間にベッド
スカートを適所に保持すること、例えば、ベッドスカートを再配置するためにマットレス
を設置または取り外しおよび再設置することを含む、全てのサイズのベッドと関連付けら
れる作業を容易にするための方法に関する。システムは、能動モードと受動モードとを含
む。能動モードにおいては、上記で言及された４つ全ての作業を実行することができる。
受動モードは選択可能である。受動モードにおいて、マットレスは水平面内で容易に回転
することができる。そのモード中、システムは、マットレスが回転されている間に、存在
する場合にはベッドスカートを押し下げることができる。能動モードにおいて、本発明は
ベッドメイキングを容易にし、したがって、ハウスキーピングスタッフの効率を増大させ
、ハウスキーピングスタッフが部屋の残りの部分に注意を払うのに十分な時間を残す。能
動モードは、マットレスを回転させること、マットレスが回転されている間にベッドスカ
ートを適所に保持すること、例えば、ベッドスカートを再配置するためにマットレスを設
置または取り外しおよび再設置することも容易にする。
【００１２】
　本発明のこれらのおよび他の利点は、以下の明細書および添付の図面を参照することに
よって容易に理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】マットレスを水平面内で回転させる試行において、ボックススプリングによって
担持されている従来のマットレスを２人の人間が持ち上げているところを示す等角投影図
である。
【図２】部分的に回転されているマットレスとともに示されている、本発明を組み込んだ
、ボックススプリングによって担持されている従来のマットレスを１人の人間が回転させ
ている等角投影図である。
【図３】部分的にカバーの一側面に一体化されて示されている、本発明に使用するための
浮揚デバイスの等角投影図である。
【図４】図３に示す浮揚デバイスの一部分の立面図である。
【図５】浮揚デバイスの一部分が１つのカバーに一体化されて示されている、従来のボッ
クススプリングおよび従来のマットレスならびに本発明による２つのカバーを示す、本発
明の一実施形態の分解等角投影図である。
【図６】マットレス上に設置されている、図５に示すカバーのうちの一方、および、ボッ
クススプリング上に設置されている一方のカバーを示す、図５と同様の図である。
【図７】マットレス上に設置されている一方のカバーと、ボックススプリング上に設置さ
れている一方のカバーとを示し、２つのカバーの滑らかな表面が互いと接している回転構
成において示されている、部分的に断面の、図５に示されている実施形態の部分側立面図
である。
【図８】下部カバーが、ベッドスカートを適所に固定するボックススプリング上のベッド
スカートの上に配置されることになっている、図５～図７に示す本発明の応用例の分解等
角投影図である。
【図９ａ】両方の滑らかな表面が互いと接している回転構成を示す一方のカバーがマット
レス上に設置され、他方のカバーがボックススプリング上に設置されて示されており、ベ
ッドスカートの上に設置されている下部カバーを示している、図８に示されている実施形
態の部分側立面図である。
【図９ｂ】図９ａと同様であるが、一方のカバーおよびマットレスが図２４ａ、図２４ｂ
に示すような封入材によって封入されて示されている図である。
【図１０ａ】図９ａと同様であるが、両方のカバーがマットレス上に設置されて示されて
おり、下部カバーの滑らかでない表面がベッドスカートの表面と接している通常構成を示
している図である。
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【図１０ｂ】図１０ａと同様であるが、一方のカバーおよびマットレスが図２４ｂおよび
図２５ｂに示すような単一カバーを用いた封入材によって封入されて示されている図であ
る。
【図１１】回転構成において示されている、ベッドスカートが通常構成において両方のカ
バーを隠すのに使用されている、図８～図１０ａに示す実施形態の代替的な応用例の図で
ある。
【図１２】ベッドスカートがボックススプリングの上に引き下ろされて両方のカバーを隠
している通常構成にある、図１１に示す応用例の部分立面図である。
【図１３】通常構成において示されている、図１２に示すボックススプリングの部分立面
図である。
【図１４】マットレスに内蔵されている内部空気ポンプを含むシステムの代替的な実施形
態を示し、浮揚デバイスの一部分を形成する拡張可能空気ボリューム（拡張可能空気量）
に空気を供給するための空気導管をも示す、滑らかな表面がマットレスに内蔵されて示さ
れている図である。
【図１５】図１４と同様であるが、例示的な空気ポンプを有する一実施形態を示す図であ
る。
【図１６】浮揚デバイスの一部分とともに、滑らかな表面がマットレスおよびボックスス
プリングの両方に組み込まれている本発明の代替の実施形態であり、マットレスがボック
ススプリングから取り外され、ファスナストリップがマットレスおよびボックススプリン
グのコーナに組み込まれて示されている図である。
【図１７】図１６と同様であるが、互いと整列された、組み込みファスナストリップを示
す、マットレスがボックススプリング上に配置されて示されている図である。
【図１８】マットレスをボックススプリングに固定するために組み込みファスナストリッ
プに取り付けられている協働取り外し可能ファスナストリップを示す、図１７と同様の図
である。
【図１９】ボックススプリングおよびマットレスの各々の上に整列されている組み込みフ
ァスナストリップを示すボックススプリング上に配置されているマットレスの一コーナを
示す部分立面図である。
【図２０】図１９と同様であるが、取り外し可能ファスナストリップが、マットレスおよ
びボックススプリング上の組み込みファスナストリップに取り付けられて示されている図
である。
【図２１】組み込みファスナがボックススプリングおよびマットレスの周縁に配置されて
いる、ボックススプリング上に配置されているマットレスを示し、マットレスが、破線で
示されている導管に接続されているマットレスの側辺に並置されている入り口ノズルを有
して示されている、マットレスをボックススプリングに固定するための代替的なファスナ
構成の等角投影図である。
【図２２】図２１と同様であるが、協働取り外し可能ファスナストリップが、マットレス
およびボックススプリング上の組み込みファスナストリップに取り付けられて示されてい
る図である。
【図２３】図２２と同様であるが、マットレスおよびボックススプリング上の組み込みフ
ァスナストリップに取り付けられている取り外し可能ファスナストリップを組み込んでい
るベッドスカートを示す図である。
【図２４ａ】マットレスカバーが少なくとも１つの滑らかな表面を有する保護カバーまた
は封入材であり、保護カバーがマットレスから取り外され、マットレスがボックススプリ
ングに対して浮遊して示されており、空気ポンプおよび導管が封入材に取り付けられて示
されている、本発明の代替の実施形態を示す図である。
【図２４ｂ】図９ｂと同様であるが、図２４ａに示されており、ただし縫合パターンなし
で封入材に内蔵されている膨脹可能容積が示されている封入材の代替的な実施形態を示す
図である。
【図２５ａ】図９ｂと同様であるが、保護カバーがマットレス上に設置されて示されてい
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る図である。
【図２５ｂ】図２５ａと同様であるが、図２４ｂに示す封入材の代替的な実施形態を示す
図である。
【図２６】図２５と同様であるが、プラットフォームベッドを形成するプラットフォーム
上に設置されている本発明によるカバーを示し、空気入り口ノズルがマットレスの側辺上
に並置されて示されている図である。
【図２７】図２６と同様であるが、本発明によるカバーを有するマットレスがプラットフ
ォームから持ち上げられているところを示す図である。
【図２８ａ】本発明によってカバーとして使用するための材料白地の部分等角投影図であ
り、隣接する端部上の折り目および一コーナにおける鈍角の切り欠きを示す図である。
【図２８ｂ】図２８ａと同様であるが、折り目によって画定されるストリップを接合し、
切り欠きをつなぐ弾性材料を示す図である。
【図２９ａ】図２８ａと同様であるが、鈍角以外の切り欠きを示す図である。
【図２９ｂ】折り目によって画定されるストリップ上の組み込みファスナストリップが、
当該組み込みファスナストリップに部分的に取り付けられている協働取り外し可能ファス
ナストリップとともに示されている、図２９ａに示す材料白地を示す図である。
【図２９ｃ】図２９ｂと同様であるが、取り外し可能ファスナストリップが、組み込みフ
ァスナストリップに完全に取り付けられて示されている図である。
【図２９ｄ】カバーを適所に保持するために従来のファスナがマットレスおよび土台に取
り付けられている、４つの側部パネルを有するカバーを含むマットレス管理システムの応
用例を示す図である。
【図２９ｅ】カバーを適所に保持するために従来のファスナがマットレスおよび土台に取
り付けられている、４つの側部パネルを有するカバーを含むマットレス管理システムの応
用例を示す図である。
【図２９ｆ】図２９ｄと同様であるが、カバーを適所に保持するために使用する４つのコ
ーナ部品のみを含む図である。
【図２９ｇ】図２９ｅと同様であるが、カバーを適所に保持するために使用する４つのコ
ーナ部品のみを含む図である。
【図２９ｈ】土台またはマットレスに対してカバーを固定するための代替の構成を示し、
側辺の接続が調整可能であるカバーを示す図である。
【図２９ｉ】土台またはマットレスに対してカバーを固定するための代替の構成を示し、
側辺の接続が調整可能であるカバーを示す図である。
【図２９ｊ】側部パネルをマットレスまたは土台に固定するための別の代替の実施形態を
示す図である。
【図２９ｋ】側部パネルをマットレスまたは土台に固定するための別の代替の実施形態を
示す図である。
【図２９ｌ】側部パネルをマットレスまたは土台に固定するための別の代替の実施形態を
示す図である。
【図２９ｍ】図２４ａまたは図２４ｂに示すような封入材に封入されているマットレスを
示す、図２９ｄに示す本発明の代替の実施形態を示す図である。
【図２９ｎ】図２４ａまたは図２４ｂに示すような封入材に封入されているマットレスを
示す、図２９ｄに示す本発明の代替の実施形態を示す図である。
【図２９ｏ】図２９ｆと同様であるが、マットレスがジッパ付き封入材内に被覆されてい
る点が異なる図である。
【図２９ｐ】図２９ｇと同様であるが、マットレスがジッパ付き封入材内に被覆されてい
る点が異なる図である。
【図３０ａ】浮揚デバイスがボックススプリングまたはカバー内に埋め込まれている、ベ
ッドメイキングを容易にする本発明の一実施形態の分解等角投影図である。
【図３０ｂ】図３０ａと同様であるが、浮揚デバイスがマットレス内に埋め込まれて示さ
れている図である。
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【図３０ｃ】膨脹可能空気量を形成するカバーを含む図３０ａと同様の実施形態を示し、
カバーが土台に取り付けられて示されている図である。
【図３０ｄ】膨脹可能空気量を形成するカバーを含む図３０ａと同様の実施形態を示し、
カバーが土台に取り付けられて示されている図である。
【図３１】マットレスと、図３０ａに示す本発明の原理を組み込んでいるボックススプリ
ングとの間にシートまたは毛布を挟んでいるユーザを示す図である。
【図３２】浮揚デバイスがボックススプリング内に埋め込まれている、図３０ａに示す本
発明の一実施形態を示し、マットレスが取り外されて示されている図である。
【図３３】図３１と同様であり、マットレスおよびボックススプリングの一端の間にシー
ツまたは毛布を挟んでいるユーザを示し、浮揚デバイスがボックススプリング内に埋め込
まれている一実施形態とともに示されている図である。
【図３４】ボックススプリング上に設置されている能動位置において示されている、図３
０ａに示す本発明の部分側立面図である。
【図３５】本発明による浮揚デバイスの一実施形態を用いてマットレスとボックススプリ
ングとの間にシーツまたは毛布を挟んでいる図である。
【図３６】本発明による浮揚デバイスの一実施形態を用いてマットレスとボックススプリ
ングとの間にシーツまたは毛布を挟んでいる図である。
【図３７】本発明による浮揚デバイスの一実施形態を用いてマットレスとボックススプリ
ングとの間にシーツまたは毛布を挟んでいる図である。
【図３８】浮揚デバイスがマットレスまたはボックスのいずれかの上に設置可能であるア
フターマーケットデバイスとして構成され、浮揚デバイスが単一カバーから形成される、
図３０ａに示す浮揚デバイスの代替の実施形態の分解等角投影図である。
【図３９】ボックススプリング上に設置されている、図３８に示すアフターマーケット浮
揚デバイスを示す図である。
【図４０】浮揚デバイスがマットレスまたはボックスのいずれかの上に設置可能であるア
フターマーケットデバイスとして構成され、浮揚デバイスが２つのカバーから形成される
、図３０ｂに示す浮揚デバイスの別の代替の実施形態の分解等角投影図である。
【図４１】ボックススプリング上に設置され、上部カバーの一部分が取り除かれて示され
ている、図４０に示すアフターマーケット浮揚デバイスの等角投影図である。
【図４２】ボックススプリング上に設置され、能動動作モードにおいて示されている、図
３８に示す単一カバー実施形態の部分等角投影図である。
【図４３】マットレスが上にあるボックススプリング上に設置され、浮揚デバイスが能動
動作モードにおいて示されている、図３８に示す単一カバー浮揚デバイスの部分等角投影
図である。
【図４４】浮揚デバイスの代替の例示的なパターンが破線で示されている、ボックススプ
リング上に設置されている浮揚デバイスの等角投影図である。
【図４５】浮揚デバイスの別の代替の例示的なパターンが破線で示されている、ボックス
スプリング上に設置されている浮揚デバイスの等角投影図である。
【図４６ａ】概して矩形の縫合パターンを有する、２シーツ単一カバー能動実施形態の等
角投影図である。
【図４６ｂ】図４６ａと同様であるが、膨脹可能空気量を供給する複数の空気入り口点を
示す図である。
【図４７ａ】図４６ａと同様であるが、円形縫合パターンが２枚のシーツを接合している
図である。
【図４７ｂ】図４７ａと同様であるが、膨脹可能空気量を供給する複数の空気入り口点を
示す図である。
【図４７ｃ】図４６ｂおよび図４７ｂに示す複数の空気入り口に使用するための例示的な
逆止め弁の図である。
【図４８】矩形縫合パターンが土台に内蔵されている本発明の単一カバー実施形態を示す
、土台、ベッドスカートおよび上部マットレスを有するベッドの等角投影図である。
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【図４９】図４８と同様であるが、円形縫合パターンを示す図である。
【図５０】図４８と同様であるが、ベッドスカートを含まない図である。
【図５１】図４９と同様であるが、ベッドスカートを含まない図である。
【図５２】空気出口孔がなく、調整可能空気出口弁の第１の実施形態がある、矩形縫合パ
ターンが２枚のシーツを接合している２シーツ単一カバー実施形態を示す図である。
【図５３】図５２と同様であるが、円形縫合パターンを示す図である。
【図５４】図５２および図５３に示す調整可能空気出口弁の等角投影図である。
【図５５】図５２と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態としてのジッパ
を示す図である。
【図５６】図５３と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態としてのジッパ
を示す図である。
【図５７】図５５および図５６に示すジッパの等角投影図である。
【図５８】図５２と同様であるが、空気ポンプの排出部にある調整可能空気出口弁の第３
の実施形態を示す図である。
【図５９】図５３と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態を示す図である
。
【図６０】図５８および図５９に示す調整可能空気出口弁の第３の実施形態の等角投影図
である。
【図６１】完全に閉じた位置にある、図５８～図６０に示す調整可能空気出口弁の等角投
影図である。
【図６２】部分的に閉じた位置にある弁を示し、調整マークをさらに示す、図６１と同様
の図である。
【図６３】第２のカバーが空気出口孔の上に配置されている、複数の中心に位置する空気
出口孔を有する拡張可能量を形成する２枚のシーツの間の矩形縫合パターンを有する単一
カバーを示す、本発明の代替の実施形態の図である。
【図６４】図６３と同様であるが、円形縫合パターンを示す図である。
【図６５】図５２と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図６６】図５３と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図６７】図５５と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図６８】図５６と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図６９】図５８と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図７０】図５９と同様であるが、中心に位置する空気出口孔を示す図である。
【図７１】図６３と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態を含む図である
。
【図７２】図６４と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態を含む図である
。
【図７３】図６３と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態を含む図である
。
【図７４】図６４と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態を含む図である
。
【図７５】図６３と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態を含む図である
。
【図７６】図６４と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態を含む図である
。
【図７７】マットレスの裏側に設置されて示されている、本発明の単一カバーバージョン
の等角投影図である。
【図７８】図７７に示す設置実施形態の分解斜視図である。
【図７９】ベッドメイキングを容易にするために使用されている本発明を示す側立断面図
である。
【図８０】土台とマットレスとの間の中に挟まれる前の、ぶら下がっているベッドシーツ
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を示す、本発明を示す部分側立断面図である。
【図８１】挟み込まれているシーツを示す部分側立断面図である。
【図８２ａ】土台上に設置されているベッドスカートを示す、マットレスの裏側に設置さ
れている単一カバーマットレス管理システムの等角投影図である。
【図８２ｂ】図８２ａと同様であるが、ベッドスカートがなく、マットレスが図２４ａお
よび図２４ｂに示すような封入材によって封入されて示されている図である。
【図８２ｃ】図８２ａと同様であるが、ベッドスカートがなく、マットレスが図２４ａお
よび図２４ｂに示すような封入材によって封入されて示されている図である。
【図８３ａ】マットレスが回転されている間、ベッドスカートの上にめくり下ろされてい
る、図８２ａに示すカバーを示す等角投影図である。
【図８３ｂ】図８３ａと同様であるが、マットレスが図２４ａおよび図２４ｂに示すよう
な封入材内に封入されているところを示す図である。
【図８３ｃ】図８３ｂと同様であるが、ベッドスカートがない図である。
【図８３ｄ】図８３ｂと同様であるが、ベッドスカートがなく、封入材のジッパを隠して
いるカバーを示す図である。
【図８４】ユーザが土台からマットレスを取り外しはじめているところを示す、ベッドス
カートの交換に関係する本発明の別の態様を示す図である。
【図８５】図８４と同様であるが、マットレスが部分的に取り外されているところを示す
図である。
【図８６】図８５と同様であるが、カバー上の空気出口孔が露出される位置までマットレ
スが取り外されているところを示す図である。
【図８７】図８６と同様であるが、マットレスが完全に取り外されたところを示す図であ
る。
【図８８】図８６と同様であるが、マットレスが空気の補助なしに取り外される受動モー
ドを示す図である。
【図８９】図８８と同様であるが、マットレスが受動モードにおいて完全に取り外されて
示されている図である。
【図９０】土台に取り付けられている本発明による単一カバーを示す、マットレスが土台
の上に部分的に再設置されているところを示す図である。
【図９１】図９０と同様であるが、マットレスが土台の上に完全に設置されているところ
を示す図である。
【図９２】マットレスが取り外されて示されている、従来技術のベッドの等角投影図であ
る。
【図９３】図９２と同様であるが、マットレスを分解図で示している図である。
【図９４】図９２と同様であるが、矩形縫合パターンが土台に埋め込まれており、表面が
滑らかな板がマットレスの裏側にはめ込まれている、本発明のカバーの一実施形態を示す
図である。
【図９５】図９４と同様であるが、本発明によるカバーがマットレスの裏側に埋め込まれ
て示されている図である。
【図９５ａ】図９４と同様であるが、単一カバーの２枚のシーツを接合する複数のグロメ
ットまたは接続点を示す図である。
【図９５ｂ】図９５と同様であるが、単一カバーの２枚のシーツを接合する複数のグロメ
ットまたは接続点を示す図である。
【図９６】図９４と同様であるが、円形または楕円形縫合パターンを示す図である。
【図９７】図９５と同様であるが、円形または楕円形縫合パターンを示す図である。
【図９８】図９４と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態をも示す図であ
る。
【図９９】図９５と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態をも示す図であ
る。
【図１００】図９６と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態をも示す図で
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ある。
【図１０１】図９６と同様であるが、調整可能空気出口弁の第１の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０２】図９４と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０３】図９５と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０４】図９６と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０５】図９７と同様であるが、調整可能空気出口弁の第２の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０６】図９６と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０７】図９７と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０８】図９６と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態をも示す図で
ある。
【図１０９】図９７と同様であるが、調整可能空気出口弁の第３の実施形態をも示す図で
ある。
【図１１０】第２のカバーがプラットフォーム内に埋め込まれている空気出口孔の上に配
置されている、複数の中心に位置する空気出口孔を有する拡張可能量を形成する２枚のシ
ーツの間の矩形縫合パターンを有する単一カバーを示す、本発明の代替の実施形態の図で
ある。
【図１１１】図１１０と同様であるが、単一カバーがマットレスの裏側に埋め込まれて示
されている図である。
【図１１２】図１１０と同様であるが、円形または楕円形縫合パターンを示す図である。
【図１１３】図１１１と同様であるが、円形または楕円形縫合パターンを示す図である。
【図１１４】図１１３と同様であるが、内蔵ポンプを示す図である。
【図１１５】図１１２と同様であるが、内蔵ポンプを示す図である。
【図１１６】図１１３と同様であるが、空気出口を有さず示されており、空気を放出する
のにマットレスに使用される材料の多孔性に依拠する図である。
【図１１７】マットレスカバーに使用される材料の多孔性に基づく、矢印が示すような流
出する空気を示す、マットレス内の材料の一区画の分解断面図である。
【図１１８】図９８と同様であるが、空気出口孔が設けられていない点が異なる図である
。
【図１１９】図９９と同様であるが、空気出口孔が設けられていない点が異なる図である
。
【図１２０】図１０２と同様であるが、空気出口孔が設けられていない点が異なる図であ
る。
【図１２１】図１０３と同様であるが、空気出口孔が設けられていない点が異なる図であ
る。
【図１２２】マットレスが調整された位置で示されている、調整可能プラットフォームを
有する従来のベッドの等角投影図である。
【図１２３】図１１４と同様であるが、調整可能プラットフォームによって担持されてい
る本発明による単一カバーを示す図である。
【図１２４】図１１５と同様であるが、本発明による単一カバーがマットレスの裏側に埋
め込まれて示されている図である。
【図１２５】空気を放出するのにカバーの多孔性に依拠する、矩形縫合パターンを有する
本発明による一体成形カバーを示す図である。
【図１２６】円形縫合パターンが示されていることを除いては同様の図である。
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【図１２６ｂ】例示的な多孔性を材料を通じた空気逃しを示す図である。
【図１２７】図１２５と同様であるが、実施形態が空気を放出するための空気出口孔を含
む点が異なる図である。
【図１２８】図１２６と同様であるが、実施形態が空気を放出するための空気出口孔を含
む点が異なる図である。
【図１２９】土台の上にベッドスカートを含む応用例においてマットレスの裏側に矩形縫
合パターンが取り付けられている一体成形カバーを示す、本発明によるマットレス管理シ
ステムの一実施形態の分解等角投影図である。
【図１３０】図１２９と同様であるが、円形縫合パターンを示す図である。
【図１３１】図１２９と同様であるが、一体成形カバーが上部マットレスから取り外され
ているところを示し、空気を取り入れるための大体の位置を示す図である。
【図１３２】図１３１と同様であるが、空気が膨らむように土台に取り付けられている一
体成形カバーを示す図である。
【図１３３】図１２９と同様であるが、内蔵式であり、ベッドスカートがない図である。
【図１３４】図１３０と同様であるが、内蔵式であり、ベッドスカートがない図である。
【図１３５ａ】楕円形縫合パターンを有する、本発明による一体成形カバーの等角投影図
である。
【図１３６ａ】図１３５ａと同様であるが、矩形ドーナツ型縫合パターンを有し、空気出
口孔がなく、調整可能空気出口弁の一実施形態を有する図である。
【図１３７】図１３５ａと同様であるが、大文字Ｉ型縫合パターンを示す図である。
【図１３８】図１３５ａと同様であるが、大文字Ｘ型縫合パターンを有し、空気出口孔を
示し、調整可能空気出口弁がない図である。
【図１３９ａ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｂ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｃ】図９５と同様の図である。
【図１３９ｄ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｅ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｆ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｇ】膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマット
レスに選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して
示されている、図７８と同様の図である。
【図１３９ｈ】図９５と同様の図である。
【図１３９ｉ】図９５と同様の図である。
【図１３９ｊ】図９５と同様の図である。
【図１４０ａ】図９５と同様であるが、示されており、カバーをマットレスに選択的に固
定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して示されている図で
ある。
【図１４０ｂ】図９５と同様であるが、示されており、カバーをマットレスに選択的に固
定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して示されている図で
ある。
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【図１４１ａ】図１４０ａおよび図１４０ｂと同様であるが、マットレスが、図２４ａと
同様の封入材内に封入されている一実施形態を示す図である。
【図１４１ｂ】図１４０ａおよび図１４０ｂと同様であるが、マットレスが、図２４ａと
同様の封入材内に封入されている一実施形態を示す図である。
【図１４１ｃ】図１４０ａおよび図１４０ｂと同様であるが、マットレスが、図２４ａと
同様の封入材内に封入されている一実施形態を示す図である。
【図１４２ａ】図１４１ａ～図１４１ｃと同様であるが、土台をマットレスに固定するた
めの異なる方法を示す図である。
【図１４２ｂ】図１４１ａ～図１４１ｃと同様であるが、土台をマットレスに固定するた
めの異なる方法を示す図である。
【図１４３】図１６～図１８と同様であるが、例えば、図１４４ｂに示す取付部材を用い
てマットレスを土台に固定する代替的な方法を示す図である。
【図１４４ａ】図１６～図１８と同様であるが、例えば、図１４４ｂに示す取付部材を用
いてマットレスを土台に固定する代替的な方法を示す図である。
【図１４４ｂ】雄型取付部材と、協働する雌型取付部材とを備える従来の取付デバイスを
示す図である。
【図１４５】図１３９ｇと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１４６】図１３９ｇと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１４７】図１３９ｇと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１４８】図１３９ｇと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１４９】図１３９ｈと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１５０】図１３９ｈと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１５１】図１３９ｈと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材が
カバーの端部に取り付けられている点が異なる図である。
【図１５２】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【図１５３】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【図１５４】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【図１５５】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【図１５６】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【図１５７】図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図２４ｂに示
すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は、フォーインワンマットレス管理システム、ならびに、ベッドメイキングする
こと、マットレスを回転させること、マットレスが回転されている間にベッドスカートを
適所に保持すること、例えば、ベッドスカートを再配置するためにマットレスを設置また
は取り外しおよび再設置することを含む、全てのサイズのベッドと関連付けられる作業を
容易にするための方法に関する。
【００１５】
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　図１～図２９ｐは、マットレスを水平面内で回転させるための能動マットレススピンナ
に関する。図３０ａ～図４３は、上部マットレスを持ち上げる必要なくベッドメイキング
することを容易にするための方法に関する。図４４、図４５、および図１３５ａ～図１３
８は、上述の様々な実施形態のための代替の縫合パターンを示す。
【００１６】
　図７９～図８１は、ベッドメイキングを容易にするための本発明の使用を示す。図８２
ａ～図８２ｃ、図８３ａおよび図８３ｂは、マットレス回転を示す。図８３ｃ、図８３ｄ
、図８４～図９１および図１５２～１５７は、例えば、ベッドスカートを交換するための
、マットレスの設置または取り外しおよび再設置を示す。
【００１７】
　本発明の様々な実施形態が示されている。図４６ａ～図４７ｂ、図５２、図５３、図５
５、図５６、図５８、図５９、図６３～図７８、図９５、図９５ａ、図９５ｂ、図１２５
～図１２８、図１３１ａ～図１４２ｂおよび図１４５～図１５１は、本発明の単一の反転
可能なカバーの実施形態を示す。図４９～図５１、図９４、図９６～図１２４、および図
１４３は、本発明の埋め込み実施形態を示す。図１２９～図１３０は、単一の反転可能な
カバーおよび埋め込みカバーを有する実施形態を示す。
【００１８】
　本発明は、様々な用途に使用するのに適している。これらの用途は、従来のベッドおよ
びマットレス、マットレスが封入材によって被覆されている従来のベッドおよびマットレ
スを含む。本発明の原理は、ジッパ着脱可能下部パネルを有するマットレスカバー内に封
入される発泡マットレスにも適用可能である。本発明は、固定および調整可能プラットフ
ォームによって支持されるマットレスに対しても使用することができる。
【００１９】
マットレス管理システム
　本発明は、マットレス管理システムに関する。本発明の一実施形態において、マットレ
ス管理システムは、縫合のような任意の従来の手段によってともに締結される２枚の材料
から形成される一体成形カバーとして形成される膨脹可能空気ボリューム（膨脹可能空気
量）を含む。カバーは、カバーをマットレスの裏面または土台に取り付けるための側部パ
ネルをさらに含む。本明細書において使用される場合、土台は、静止プラットフォーム、
調整可能プラットフォームまたはボックススプリングを含むように定義される。
【００２０】
　マットレス管理システムは、上述のように、能動モード、または、能動モードおよび受
動モードから構成されるデュアルモードにおいて操作され得る。空気ポンプからの空気を
受け入れるように、空気入り口ノズルが設けられる。マットレス管理システムは、マット
レスに関する以下の作業が実行されることを可能にする。これらの作業は、
・ベッドメイキング
・例えば、ベッドスカートを交換するための、マットレスの設置または取り外しおよび再
設置、
・水平面内でのマットレスの回転、
・ベッドスカートが使用される応用例における、ベッドスカートの適所への保持
を含む。
【００２１】
　マットレス管理システムは、能動モードにおいて使用され得、能動モードにおいては、
ベッドメイキングおよびマットレス回転を、空気ポンプからの空気の影響下で行うことが
できる。デュアルモードにおいては、ベッドメイキングは空気ポンプからの空気流の影響
下で行われ、マットレス回転は、受動モードにおいて、カバーの裏面と、マットレスまた
は土台の裏側の間の摩擦係数との間の相対摩擦係数に基づいて達成される。マットレス管
理システムは、上述の４つの機能のうちの１つまたは複数をもたらすように構成され得る
。
【００２２】
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　マットレス回転は、能動モードまたは受動モードにおいて達成することができる。受動
モードにおいて、カバーは最初はマットレスの裏側に取り付けられており、それによって
、空気出口孔が、例えば、土台に向かって下向きになっている。受動モードにおいてマッ
トレスを回転させるために、カバーがマットレスから土台へとめくり下ろされる、すなわ
ち、マットレス回転のためにマットレスから取り外されて土台に取り付けられる。ベッド
スカートが使用されている場合、マットレスが回転されている間にカバーはベッドスカー
トを適所に保持することになる。この位置において、カバーの裏面はマットレスの裏面と
接している。後述するように、カバーの裏面を相対的に滑らかな表面を用いて形成するこ
とによって、マットレスは相対的に容易に回転することができる。マットレスが能動モー
ドにおいて回転される場合、カバーは好ましくは、空気出口孔が上向きになっている土台
に取り付けられる。このモードにおいて、マットレスはわずかに浮揚されており、マット
レスの回転が容易になる。そのため、カバーは、空気出口孔が上または下に向いている応
用例に使用することができる。
【００２３】
　下記により詳細に説明されるように、能動モードにおいて、本発明の原理は、後述する
ように、マットレスに関する様々な作業が実行されることを可能にするために、選択され
た抵抗に対して膨脹可能空気量から空気の制御された放出に基づく。下記に説明されるよ
うに、本発明の概念の様々な実施形態が企図される。例えば、膨脹可能空気量は、１つま
たは複数の空気出口孔および／または調整可能空気出口弁を含んでもよい。調整可能空気
出口弁の様々な実施形態が、下記に例示および説明されるように企図される。空気出口孔
または空気出口弁に対する代替形態として、またはそれと組み合わせて、空気袋に使用さ
れる材料の多孔性または空気袋と接している材料の多孔性が、制御された放出をもたらす
ように選択されてもよい。その上、制御された放出は、例えば、空気出口孔と接すること
になる材料の特性に応じて、空気の放出を制御するために、空気出口孔の上に補助インタ
ーフェース材料を取り付けることを含んでもよい。
【００２４】
　概して、膨脹可能空気量は、例えば、後述するように、縫合または他の従来の方法によ
ってともに取り付けられる後述のような２枚の材料から形成される。下記により詳細に例
示および説明するように、本発明の原理は、様々な縫合パターンに適用され、事実、実質
的に任意の縫合パターンに適用される。本発明のいくつかの実施形態において、膨脹可能
空気量を形成する２枚の材料の中心点が、グロメット、縫合その他によってともに取り付
けられる。他の実施形態において、２枚の材料の中心点はともに取り付けられない。膨脹
可能空気量に適切な材料が下記に説明される。
【００２５】
　膨脹可能空気量をマットレスまたは土台に取り付けるために、様々な実施形態が企図さ
れる。一実施形態において、膨脹可能空気量は、マットレスまたは土台の中に埋め込まれ
る。他の実施形態において、膨脹可能空気量は側部パネルを含む。これらの側部パネルは
、膨脹可能空気量をマットレスまたは土台に取り付けるのに使用される。側部パネルの様
々な実施形態が下記に説明される。上述の実施形態に加えて、カバーは封入材またはマッ
トレスプロテクタの１つのパネルとして組み込まれてもよく、これは少なくとも部分的に
、マットレス全体にわたって滑る防水であってもよい。この実施形態において、本発明に
よるカバーは、土台と接することになる封入材の下部パネルに組み込まれる。
【００２６】
　マットレス管理システムは、導管および空気ポンプをも含む。いくつかの実施形態にお
いて、空気ポンプおよび導管は、マットレスまたは土台の外部にある。上述のように、膨
脹可能空気量がマットレスまたは土台に埋め込まれる他の応用例において、空気ポンプお
よび導管は、マットレスまたは土台に内蔵されてもよい。図４６ｂおよび図４７ｂに示す
ようないくつかの実施形態において、複数の空気入り口ノズルが、拡張可能空気量の周縁
にわたって設けられてもよい。各空気入り口ノズルは、図４７ｃに示すような逆止め弁を
設けられてもよい。
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【００２７】
　本発明によるマットレス管理システムを形成するために、本明細書に説明するような本
発明の様々な置換例の１つまたは複数を組み合わせることができる。全てのそのような組
み合わせが本開示の広い範囲内にあると考えられる。それらの置換例の例示的な組み合わ
せのみが例示および後述されていることは理解されたい。
【００２８】
　図４６ａ～図７６および図１３５ａ～図１３８は、マットレス管理システムの様々な例
示的な実施形態を示す。図２４ａおよび図２４ｂは、封入材の実施形態を示す。封入材バ
ージョンの他の実施形態は、空気出口孔、調整可能空気出口弁の使用、および、膨脹可能
空気量を形成する２枚のシーツの中心点の取付に関して上述されている。
【００２９】
　図４６ａおよび図４７ａは、それぞれ、例示的な独立したカバー３００および３０３の
対、例えば、パッケージ化アフターマーケット付属品を示している。これらのカバー３０
０、３０２は各々、概して参照符号３０６によって識別される側部パネルに取り付けられ
ている膨脹可能空気量部分３０４を含み、これによって、カバー３００、３０２がマット
レスまたは土台の裏面（図示せず）に取り付けられることが可能になる。各カバー３００
、３０２はそれぞれ、導管２９０および空気ポンプ２５０に取り付けるための空気入り口
ノズル３０８および３１０を含む。
【００３０】
　両方のカバー３００、３０２が、概して参照符号３１２によって識別される複数の空気
出口孔を含む。膨脹可能空気量部分３０４を構成するシーツは、概して参照符号３１４に
よって示されるような、それらの中心点においてともに取り付けられる。これらの実施形
態の唯一の差は、縫合パターンである。カバー３００は、線３１６によって示されるよう
に矩形縫合パターンによって形成され、カバー３０２は、線３１８によって示されるよう
に概して円形の縫合パターンを含む。
【００３１】
　カバー３００および３０２は、パッケージ化アフターマーケット寝具付属品を示し、中
心縫合の周囲の４つの空気出口孔、周縁縫合ポリエステル側部スカート材料、および、空
気ポンプに取り付けられている空気入り口ホースに対応するための空気入り口を有する、
周縁および中心縫合を介してともに接合されている、ナイロンリップストップ織物（一方
の面をポリウレタンコートされている）から成る２枚の個々のキングサイズシーツから構
成される、単一カバーＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）ユニットを含む。起動されると、ポンプ
は、マットレスとマットレス土台との間にシーツを挟むのを容易にする目的でマットレス
浮揚をもたらすために、２層の接合ナイロン織物によってもたらされる、拡張可能量に対
する連続的な空気源を提供する。このサンプルは、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）技術のパッ
ケージ化アフターマーケット寝具付属品変形例として、マットレスまたは土台のいずれか
一方に容易に設置されるように設計されている。
【００３２】
　カバー３００および３０２の例示的な仕様を下記に記載する。
・織物３００、３０２：　　２×ポリウレタンコートナイロンリップストップのシーツ、
各々７５インチ×７９インチ
・側部パネル３０６：　　１×ポリウレタンコートポリエステルジャージニット材料、奥
行き１０インチ
・導管２９０：　　１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ２５０：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９
９９Ｃ１２０）
【００３３】
　２カバーバージョンのパッケージ化アフターマーケットバージョンが企図される。２カ
バーバージョンは、中心縫合の周囲の４つの空気出口孔、周縁縫合ポリエステル側部スカ
ート材料、および、空気ポンプに取り付けられている空気入り口ホースに対応するための
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空気入り口を有する、周縁および中心縫合を介してともに接合されている、ナイロンリッ
プストップ織物（一方の面をポリウレタンコートされている）から成る２枚の個々のキン
グサイズシーツから構成される。起動されると、ポンプは、マットレスとマットレス土台
との間にシーツを挟むのを容易にする目的でマットレス浮揚をもたらすために、２層の接
合ナイロン織物によってもたらされる、拡張可能量に対する連続的な空気源を提供する。
このサンプルは、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）技術のパッケージ化アフターマーケット寝具
付属品変形例として、マットレスまたは土台のいずれか一方に容易に設置されるように設
計されている。加えて、周縁縫合ポリエステル側部スカート材料を有する第２の単一層ナ
イロンリップストップカバー（一方の面はポリウレタンコートされており／他方の面はス
リックコートされている）は、単一カバーＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）ユニットと協働して
、このカバーをマットレスの上にめくり上げるか、または、土台の上にめくり下ろすこと
によるマットレス操作を可能にする。
【００３４】
　２カバーバージョンの例示的な仕様を下記に記載する。
・織物：　　２×ポリウレタンコートナイロンリップストップのシーツ、各々７５インチ
×７９インチ
・第２のカバーの織物：　　１×ポリウレタン／スリックコートナイロンリップストップ
のシーツ、各々７５インチ×７９インチ
・側部パネル：　　２×ポリウレタンコートポリエステルジャージニット材料、奥行き１
０インチ
・導管：１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９９９Ｃ
１２０）
【００３５】
　図４８および図４９は図４６ａおよび図４７ａと同様であるが、本発明による埋め込ま
れているバージョンのカバーを示す。まず図４８を参照すると、膨脹可能空気量部分３０
４が、縫合または他の従来の方法のような従来の手段によって、土台３２２、例えば、ボ
ックススプリングに取り付けられている。膨脹可能空気量部分３０４は、代替的に、土台
３２２の上にあるマットレス３２４の裏面に埋め込まれていてもよい。ベッドスカート３
２６は、土台３２２とマットレス３２４との間に入れられてもよく、この応用例において
は、説明されたような４つ全ての作業はサポートされない。具体的には、ベッドスカート
３２６は、マットレス回転中は押し下げられない。そのため、この実施形態は主としてベ
ッドメイキングに使用される。
【００３６】
　図４９は図４８と同様である。この実施形態において、カバー３０２は上述のように土
台３０６に取り付けられる。図４８と図４９とに示されている実施形態の間の唯一の差は
、上述のような縫合パターンである。
【００３７】
　図５０および図５１は、それぞれ図４８および図４９と同様である。唯一の差は、この
応用例においてはベッドスカートは使用されないという点である。そのため、この応用例
においては、ベッドメイキング、マットレス回転、および土台からのマットレスの取り外
しに、マットレス管理システムを使用することができる。
【００３８】
　これらの実施形態は、中心縫合の周囲の４つの空気出口孔、周縁縫合ポリエステル側部
スカート材料、および、空気ポンプに取り付けられている空気入り口ホースに対応するた
めの空気入り口を有する、周縁および中心縫合を介してともに接合されている、ナイロン
リップストップ織物（１枚のシーツの一方の面をポリウレタンコートされており、他方の
シーツをポリウレタン／スリックコートされている）から成る２枚の個々のキングサイズ
シーツから構成される、単一カバーＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）ユニットの埋め込みＯＥＭ
サンプルに関する。起動されると、ポンプは、マットレスとマットレス土台との間にシー
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ツを挟むのを容易にする目的でマットレス浮揚をもたらすために、２層の接合ナイロン織
物によってもたらされる、拡張可能量に対する連続的な空気源を提供する。この実施形態
は、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）技術の内蔵（ＯＥＭ）変形例をシミュレートするために、
マットレス３２４または土台３２２のいずれか一方に取り付けるように設計されている。
加えて、単一カバー実施形態は、上記マットレスまたは土台から分離し、マットレス操作
を容易にするために、ジッパまたは他の取付手段によって、マットレスまたは土台の他方
に取り付けることができる。
【００３９】
　ＯＥＭ埋め込みサンプルの例示的な仕様は以下の通りである。
・織物３０４：　　２×ポリウレタン／スリックコートナイロンリップストップのシーツ
、各々７５インチ×７９インチ
・側部パネル３２２：　　１×ポリウレタンコートポリエステルジャージニット材料、奥
行き１０インチ
・導管２９０：　　１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ２５０：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９
９９Ｃ１２０）
【００４０】
　図４８～図５１は、土台３２２またはマットレス３２４のいずれかに埋め込まれている
単一カバー埋め込みバージョンを示す。図４１に示すように、代替的な２カバーバージョ
ンも企図される。２カバーバージョンは、中心縫合の周囲の４つの空気出口孔、および、
空気ポンプに取り付けられている空気入り口ホースに対応するための空気入り口を有する
、周縁および中心縫合を介してともに接合されている、ナイロンリップストップ織物（一
方の面をポリウレタンコートされている）から成る２枚の個々のキングサイズシーツから
構成される。起動されると、ポンプは、マットレスとマットレス土台との間にシーツを挟
むのを容易にする目的でマットレス持ち上げを可能にするために、２層の接合ナイロン織
物によってもたらされる、拡張可能量に対する連続的な空気源を提供する。このサンプル
は、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）技術の内蔵（ＯＥＭ）変形例をシミュレートするために、
マットレスまたは土台のいずれか一方に取り付けるように設計されている。加えて、周縁
縫合ポリエステル側部スカート材料を有する第２の単一層ナイロンリップストップカバー
（一方の面はポリウレタンコートされており／他方の面はスリックコートされている）は
、単一カバーＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）ユニットと協働して、このカバーをマットレスの
上にめくり上げるか、または、土台の上にめくり下ろすことによるマットレス操作を可能
にする。
【００４１】
　２カバーバージョンの例示的な仕様は以下の通りである。
・織物：　　２×ポリウレタンコートナイロンリップストップのシーツ、各々７５インチ
×７９インチ
・第２のカバーの織物：　　１×ポリウレタン／スリックコートナイロンリップストップ
のシーツ、各々７５インチ×７９インチ
・側部パネル：　　１×ポリウレタンコートポリエステルジャージニット材料、奥行き１
０インチ
・導管：　　１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ（Ｐ）：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９
９９Ｃ１２０）
【００４２】
　図５２～図６２および図６５～図７０は、本発明によるマットレス管理システムを形成
するカバーの様々な例示的な実施形態を示す。図５２、図５３、図５５、図５６、図５８
、図５９は、カバーを形成する２枚のシーツの中心点が参照符号３１４によって示される
ようにともに取り付けられているカバー３２８、３３０、３３２、３３４、３３６および
３３８の実施形態を示す。これらの実施形態においては、空気出口孔は設けられず、空気



(18) JP 2015-525615 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

放出は調整可能空気出口弁によって制御される。
【００４３】
　カバー３２８および３３０は、図５４に示すような、第１のタイプの調整可能空気出口
弁３４０を含んでもよい。図示のように、調整可能空気出口弁３４０は調整マークを含ん
でもよく、そのため、例えば、ホテルハウスキーパは、自身の制御下で全てのベッドを同
じ値に迅速かつ容易にセットすることができる。
【００４４】
　カバー３３２および３３４は、図５７に示すような、第２のタイプの調整可能空気出口
弁３４２、例えば、ジッパを含んでもよい。図示のように、調整可能空気出口弁３４２は
調整マークを含んでもよく、そのため、例えば、ホテルハウスキーパは、自身の制御下で
全てのベッドを同じ値に迅速かつ容易にセットすることができる。
【００４５】
　カバー３３６および３３８は、図６０～図６２に示すような、第３のタイプの調整可能
空気出口弁３４４を含んでもよい。図示のように、調整可能空気出口安全弁３４４は、空
気ポンプ２５に取り付けられている導管２９０に組み込まれる。調整可能空気出口弁３４
４は調整マークを含んでもよく、そのため、例えば、ホテルハウスキーパは、自身の制御
下で全てのベッドを同じ値に迅速かつ容易にセットすることができる。
【００４６】
　図６５～図７０は、図５２、図５３、図５５、図５６、図５８および図５９に示す実施
形態と同様である。参照符号３４６、３４８、３５０、３５２、３５４および３５６によ
って識別されるこれらの実施形態は全て、空気出口孔３１２と、調整可能空気出口弁３４
０（図５４）；３４２（図５７）または３４４（図６０～図６２）のうちの１つとを含む
。
【００４７】
　図６３、図６４、図７１～図７６は、空気流に抵抗するために、空気出口孔の上の別個
の材料片を利用する、本発明の例示的な実施形態を示す。本発明の原理の１つは、空気出
口孔と接する接合材料が流出する空気流に対するいくらかの抵抗をもたらさなければなら
ないということである。多くの応用例において、マットレスまたは土台の裏面の材料の多
孔性は、マットレスの浮揚を引き起こすために十分な抵抗をもたらすのに十分なものであ
る。他の応用例において、インターフェース材料の多孔性は十分でない。それらの応用例
において、図示のように、補助インターフェース材料、例えば、ナイロンリップストップ
の小片が、カバー３００、３０２、３５０、３５２、３４６、３４８、３５４および３５
６の空気出口孔３１２の上に配置される。補助インターフェース材料３５８は、ベルクロ
、縫合または他の取付手段のような様々な従来の取付手段によって、様々なカバー３００
、３０２、３５０、３５２、３４６、３４８、３５４および３５６に取り付けられてもよ
い。
【００４８】
　図７７は、マットレス管理システムの例示的な応用例を示す。この実施形態において、
カバー３５８は、土台３６４の上にあるマットレス３６０の裏面に設置される（図７８）
。ベッドスカート３６２が土台３６４上に配置される。図７８に示すように、カバーはマ
ットレス３６０に取り付けられ、それによって、空気孔が高くなり、マットレス３６０の
裏面に接する。代替的に、カバー３５８は、空気が下向きに流れるようにマットレスに対
して並置されていてもよい（図示せず）。
【００４９】
　図７９～図８１は、ベッドメイキングについての、図７８および図７９に示すマットレ
ス管理システムの使用を示す。図７９および図８０に示すように、カバー３５８の膨脹可
能空気量
【００５０】
　部分が膨脹し、マットレス３６０を土台３６４から持ち上げる。これは、図８１に示す
ように、ベッドシーツ３６６が容易に挟み込まれるようにするためである。
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【００５１】
　図８２ａおよび図８３ａは、図７８に示すような応用例における、土台３６４に対する
マットレス３６０のマットレス回転を示す。図７８に示すように、カバー３５８は最初、
マットレス３６０の裏面に取り付けられている。マットレス３６０を回転させるために、
カバー３５８がめくり下ろされ、すなわち、マットレス３６０から分離されて、図８２ａ
に示すように、ベッドスカート３６２の上で土台３６４に取り付けられる。この位置にお
いて、カバー３５８がベッドスカート３６２を適所に保持し、一方で図８３に示すように
、マットレス３６０が回転される。マットレスが所望の位置まで回転されると、カバー３
５８はマットレス３６０の裏面に再取付けされてもよい。
【００５２】
　図８２ｂおよび図８２ｃは図８２ａおよび図８３ａと同様であるが、ベッドスカートが
なく、マットレスが図２４ａおよび図２４ｂに示すような封入材内に封入されて示されて
いる。図８３ｂは、図８３ａと同様であるが、マットレスが図２４ａおよび図２４ｂに示
すような封入材内に封入されて示されている。図８３ｃは図８２ｂと同様であるが、ベッ
ドスカートがなく、カバーがめくり上げられているときに、どのように封入材のジッパを
隠しているかを示す。
【００５３】
　図８４～図９１は、例えば、ベッドスカート３６２を交換するためにプラットフォーム
３６４からマットレス３６０を取り外し、ベッドスカート３６２が取り外されて任意選択
的に交換された後にプラットフォーム３６４の上にマットレス３６０を再設置するために
マットレス管理システムが使用されているところを示す。
【００５４】
　図８４～図８７は、プラットフォーム３６４からマットレスを取り外すための、空気補
助応用例を示す。図８８および図８９は、空気補助を用いない応用例を示す。図９０およ
び図９１は、プラットフォーム３６４の上にマットレス３６０を再設置しているところを
示す。
【００５５】
　まず図８４～図８７を参照すると、カバー３５８がマットレス３６０の裏面から分離さ
れ、図８４に示すように、ベッドスカート３６２の上でプラットフォーム３６４に取り付
けられる。図８５に示すように、空気ポンプ２５０からの空気補助が、プラットフォーム
３６４に対してマットレス３６０をわずかに持ち上げ、わずかな労力でマットレスが矢印
３６６の方向に押されることが可能になる。このモーメント矢印は、図８７に示すように
マットレス３６０が土台３６４から完全に離れるまで、図８６に示すようにマットレス３
６０が通常よりも相対的に少ない労力で連続的に押されることを可能にする。
【００５６】
　図８８および図８９は、空気ポンプ２５０からの空気補助を用いない土台３６４からの
マットレス３６０の取り外しを示す。この応用例において、カバー３５８がマットレス３
６０の裏面から分離され、プラットフォーム３６４に取り付けられて、ベッドスカート３
６２が適所に保持される。この実施形態において、カバー３５８は、ベッドスカート３６
２を乱すことなくマットレスが押されプラットフォーム３６４から滑り下ろされることを
可能にする相対的に滑らかな表面をもって形成される。
【００５７】
　全ての実施形態において、マットレス３６０がプラットフォーム３６４から完全に取り
外されると、カバー３５８およびベッドスカート３６２が取り外される。新たなベッドス
カート３６２がプラットフォーム３６４の上に配置され、カバー３５８がベッドスカート
３６２の上でプラットフォーム３６４に取り付けられる。
【００５８】
空気補助応用例および非空気補助応用例の両方において、マットレス３６０は、概して図
９０に示すように、重力の影響下で土台の上で並置される。図示のように、マットレス３
６０は空気出口孔３１２にかかる。空気補助応用例において、マットレス３６０は、図９
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１に示すように、少ない労力で押されるか、または定位置へと押されることができる。非
空気補助応用例において、マットレスは、図９１に示すようにカバー３５８の滑らかな表
面に起因して相対的に少ない労力で定位置へと押されることができる。両方の応用例にお
いて、図９１に示すように、マットレス３６０が適所にくると、カバー３５８がプラット
フォーム３６４から分離され、マットレス３６０の裏面に再取付される。
【００５９】
　図１５２～図１５７は図８４～図９１と同様であるが、マットレスが図２４ａまたは図
２４ｂに示すような封入材内に封入されているところを示す図である。
【００６０】
　図９２は、従来技術において既知であるマットレス３６６および土台３６８を示す。図
９３は、マットレス３６６および土台３６８を示し、マットレス３６６が分解図で示され
ている。図９３を参照すると、マットレス３６６は、マットレスシェル３７０と、気泡ゴ
ムマットレス支持体３７２と、ジッパ（図示せず）によってマットレスシェル３７０に取
り付けられている下部パネル３７４とを含む。複数の摩擦ストリップ３７６がパネル３７
４の裏面に位置する。摩擦ストリップ３７６は、マットレスアセンブリ３６６が土台３６
８に対して滑るのを防止するのを助ける。土台３６８は、固定プラットフォーム、例えば
、ボックススプリングから構成される。
【００６１】
　図９４～図１２１は、図９２および図９３に示すマットレスアセンブリ３６６およびプ
ラットフォーム３６８に組み込まれる、本発明によるマットレス管理システムの様々な実
施形態を示す。図１２２は、調整可能プラットフォームを有する既知のベッドを示す。図
１２３および図１２４は、図１２２に示すベッドに組み込まれるマットレス管理システム
の様々な実施形態を示す。
【００６２】
　まず図９４～図１２１に示す実施形態を参照すると、そのような実施形態のうちの第１
の実施形態が図９４に示されている。その実施形態においては、ジッパ着脱可能パネル３
７４が、下向きになっている滑らかな表面を有するパネル３７８に置き換えられている。
その上、図９６、図９８、図１００、図１０２、図１０４、図１０６、図１０８、図１１
０および１１２に示す実施形態におけるジッパ着脱可能パネルが、同様に下向きになって
いる滑らかな表面を有するパネル３７８に置き換えられている。本発明による例示的な２
ピースカバー３８０が、土台３６８に取付または埋め込まれている。例示的なカバー３６
８は、カバーを形成する２枚のシーツの中心点が、参照符号３１４によって示すように取
り付けられるように構成される。例示的なカバー３８０はまた、複数の空気出口孔３１２
をも含む。図９５は、別の例示的な実施形態を示す。この実施形態において、ジッパ着脱
可能パネル３７４は、滑らかな底面を有するカバー（図示せず）に置き換えられる。カバ
ー３８２はマットレス３６６の裏面にジッパ留めされる。カバーは空気出口孔３１２を含
み、カバー３８２を形成する２枚のシーツの間の接続３１４を含む。カバー３８２は、マ
ットレス３６０が土台３６８に対してスライドまたは回転することを可能にするためにマ
ットレス３６６に取り付けられる弾性カラーを含む。カバーの土台３６８に向いている面
は、相対的に滑らかな表面で形成される。土台３６８に対するマットレス３６６の回転を
防止するために、カラー３８４はマットレス３６６から分離され、土台に接続される。
【００６３】
　図１４０ａ～図１４０ｂは図９５と同様であるが、示されており、カバーをマットレス
に選択的に固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して示さ
れている。
【００６４】
　図９６および図９７は図９４および図９５と同様であるが、膨脹可能空気量を作成する
のに使用される縫合パターンについては異なっている。図９４および図９５は概して矩形
の空気量を示しており、一方で図９６および図９７は楕円形または円形の縫合パターンを
示している。
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【００６５】
　図９８～図１０９は図９４～図９７と同様であるが、異なる縫合パターンを示し、調整
可能空気出口弁を含む。図９８および図９９は図９４および図９５と同様であるが、図５
４に示すような調整可能空気出口弁を含む。図１００および図１０１は図９６および図９
７と同様であるが、調整可能空気弁３４０を含む。図１０２および図１０３は図９４およ
び図９５と同様であるが、図５７に示すような調整可能空気出口弁３４２を含む。図１０
４および図１０５は図９６および図９７と同様であるが、調整可能空気弁３４２を含む。
図１０６および図１０７は図９４および図９５と同様であるが、図６０～図６２に示すよ
うな調整可能空気出口弁３４４を含む。図１０８および図１０９は図９６および図９７と
同様であるが、調整可能空気出口弁３４４を含む。
【００６６】
　図１１０および図１１１は図９４および図９５と同様であるが、空気出口孔３１２の上
に補助インターフェース材料の小片３５８を含む。図１１２および図１１３は図９６およ
び図９７と同様であるが、空気出口孔３１２の上に補助インターフェース材料の小片３５
８を含む。図９５ａおよび図９５ｂは図９４および図９５と同様であるが、それらの実施
形態は本明細書において使用されるものとしてのグロメット接続点を示している点が異な
っており、グロメットは個々の接続点または連続した縫合とすることができる。グロメッ
トは物理的なグロメットもしくは縫合、または、２枚のシーツをともに接続するための任
意の他の従来の技法とすることができる。
【００６７】
　図１１４および図１１５は図１１３および図１１２と同様であるが、内蔵ポンプを示し
ている。図１１６は図９７と同様であるが、空気出口孔がない。この実施形態においては
、空気は図１１７に示すような、材料の本来備わっている多孔性によって出る。概して参
照符号３６５によって識別される矢印は、マットレスシェル３７０（図９３）および気泡
ゴムマットレス支持体３７２の材料を通る空気流を示す。図１１８および図１１９は図９
８および図９９と同様であるが、空気出口孔を含まない。図１２０および図１２１は図１
０２および図１０３と同様であるが、空気出口孔を含まない。
【００６８】
　図１２２は、調整可能プラットフォーム上の従来のベッドを示す。概して参照符号３９
０によって識別される調整可能プラットフォームベッドは、土台３９４を含む。土台３９
４は、基部３９６と、調整可能プラットフォーム３９８とを含む。調整可能プラットフォ
ーム３９８は、基部３９６によって機械的に支持されている。調整可能プラットフォーム
３９６の位置を調整するのに、電気モータ（図示せず）が使用される。マットレス３９２
は、ジッパ着脱可能パネルを有することが既知である（図示せず）。空気ポンプを使用す
ることなくベッドメイキングを容易にするために、１つまたは複数の滑らかな表面が調整
可能プラットフォームベッド３９０に組み込まれてもよい。具体的には、調整可能プラッ
トフォーム３９８は、相対的に滑らかな表面を有する材料によって相対的に被覆されても
よい。ジッパ着脱可能パネルは、代替的にまたは加えて、滑らかな表面を有する異なるパ
ネル（図示せず）に置き換えられてもよい。これらの滑らかな表面の一方または両方が、
ベッドメイキングを容易にし、したがって受動ベッドメーカを形成するのに使用すること
ができる。
【００６９】
　図１２３および図１２４は、調整可能プラットフォーム３９０に内蔵されているマット
レス管理システムを示す。図１１５は、後述するように、膨脹可能空気量４００および吸
気ノズル４０２が、後述するように、ベッドメイキングを容易にするために調整可能プラ
ットフォーム３９８に取付または埋め込まれている一実施形態を示す。導管４０４および
空気ポンプ４０６が吸気ノズル４０２に取り付けられている。導管４０４および空気ポン
プ４０６は、調整可能プラットフォームベッド３９０の一端へと延伸してもよく、または
、導管および／または吸気ノズル４０２がプラットフォーム３９８を通じて延伸している
状態で調整可能プラットフォーム３９８の下に位置してもよい。
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【００７０】
　図１２４は図１２３と同様であるが、膨脹可能空気量４００がマットレス３９２の下に
示されている。図１２３に最良に示されているように、マットレス３９２の裏面はジッパ
着脱可能パネル４０８を含む。図１２４に示す実施形態において、ジッパ着脱可能パネル
は、膨脹可能量４００を有するジッパ付きパネル４１０に置き換えられる。図示のように
、空気出口孔を有する円形縫合パターンを有する膨脹可能量４００およびともに取り付け
られている膨脹可能空気量を形成するシーツの中心。補助インターフェース材料の小片４
１２が空気出口孔の上に取り付けられている。しかしながら、図１２３および図１２４は
例示的な実施形態であることは理解されたい。膨脹可能量４００に対する様々な置換例の
全てがこの応用例に適していることは理解されたい。
【００７１】
　図１２５～図１２８は、後述するように単一カバーを形成するために２枚の材料から形
成される、概して参照符号４２０によって識別される膨脹可能空気量の、概して参照符号
４２２～４２８によって識別される様々なバージョンを示す。各カバー４２２～４２８は
、概して参照符号４３０によって識別される複数の側部パネルを含む。膨脹可能量４２０
をマットレスまたは土台に対して固定するために、パネル４３０は、マットレスまたは土
台に対する相対的に緊密なグリップをもたらす。単一カバーとして形成される膨脹可能量
の作製は下記に説明される。
【００７２】
　カバー４２２～４２８は、マットレスの裏面または土台の上に設置されてもよい。カバ
ー４２２～４２８は、本明細書に説明する置換例の全てによって形成されてもよい。図１
２５～図１２８は、例示的な実施形態を表しているに過ぎない。
【００７３】
　図１２５は、矩形縫合パターンを有し空気出口孔を有しないカバー４２２を示す。カバ
ー４２２を構成する２枚のシーツは、参照符号４３０によって示されるような、２枚のシ
ーツの概ね中心においてともに取り付けられる。この実施形態においては、空気は、参照
符号４４０および図１１７によって示されるような、材料の多孔性に応じて逃げる。図１
２６は図１２５と同様であるが、膨脹可能空気量４２０の円形縫合パターンを示す。図１
２７および図１２８は図１２５および図１２６と同様であるが、空気出口孔３１２を含む
。
【００７４】
　図１２９および図１３０は、本発明によるマットレス管理システムの例示的な応用例を
示す。この実施形態において、カバー４２６（図１２７）は、マットレス４４４の裏面に
設置される。ベッドスカート４４５が土台４４６の上に配置される。この実施形態におい
て、空気流は下向きである。空気はベッドスカートを通じて流れ、下記に説明するように
、マットレス４４４が浮揚されることを可能にするために、土台４４６の上部パネル４４
８によって妨害される。上部パネル４４８は、参照符号４４９によって示されるように、
任意の従来の手段、例えば、縫合によって土台の上面に取り付けられてもよい。
【００７５】
　図１３０は図１２９と同様であるが、図１２８に示すカバー１２８を利用する。カバー
４２６と４２８との間の唯一の物理的な差は、縫合パターンである。カバー４２６は矩形
縫合パターンを示しており、一方でカバー４２８は膨脹可能量の円形縫合パターンを示し
ている。図１３１および図１３２は図１２９および図１３０と同様であるが、パネル４４
８を含まない。
【００７６】
　図１３３および図１３４は、図１２９および図１３０と同様である。唯一の差は、膨脹
可能量がマットレスに内蔵されていないことである。
【００７７】
　後述するように、例示的なマットレス封入材バージョンは、図２４ａおよび図２４ｂに
示すように提供される。例示的なマットレス封入材バージョンは、封入材タイプマットレ
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スプロテクタの下部パネルを交換するように縫合されている、中心縫合の周囲の４つの空
気出口孔、および、空気ポンプに取り付けられている空気入り口ホースに対応するための
空気入り口を有する、周縁および中心縫合を介してともに接合されている、ナイロンリッ
プストップ織物（一方の面をポリウレタンコートされている）から成る２枚の個々のキン
グサイズシーツから構成される。起動されると、ポンプは、マットレスとマットレス土台
との間にシーツを挟むのを容易にする目的でマットレス持ち上げを可能にするために、２
層の接合ナイロン織物によってもたらされる、封入材の裏面に位置する拡張可能量に対す
る連続的な空気源を提供する。このサンプルは、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）技術のマット
レス封入材変形例として、マットレスの上に設置されるように設計されている。
【００７８】
　マットレス封入材バージョンの例示的な仕様を下記に記載する。
・織物：　　２×ポリウレタンコートナイロンリップストップのシーツ、各々７５インチ
×７９インチ
・マットレス封入材：　　１×Ｐｒｏｔｅｃｔ－Ａ－Ｂｅｄ　ＡｌｌｅｒＺｉｐベッドバ
ッグ／防水寝具封入材
・導管：　　１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９９９Ｃ
１２０）
【００７９】
　マットレス封入材バージョンの代替的な２カバー実施形態が企図される。２カバーバー
ジョンは、封入材タイプマットレスプロテクタの下部パネルを交換するように縫合されて
いる、中心縫合の周囲の４つの空気出口孔、および、空気ポンプに取り付けられている空
気入り口ホースに対応するための空気入り口を有する、周縁および中心縫合を介してとも
に接合されている、ナイロンリップストップ織物（一方の面をポリウレタンコートされて
いる）から成る２枚の個々のキングサイズシーツから構成される。起動されると、ポンプ
は、マットレスとマットレス土台との間にシーツを挟むのを容易にする目的でマットレス
持ち上げを可能にするために、２層の接合ナイロン織物によってもたらされる、封入材の
裏面に位置する拡張可能量に対する連続的な空気源を提供する。このサンプルは、Ｂｅｄ
Ｍａｋｅｒ（商標）技術のマットレス封入材変形例として、マットレスの上に設置される
ように設計されている。加えて、周縁縫合ポリエステル側部スカート材料を有する第２の
単一層ナイロンリップストップカバー（一方の面はポリウレタンコートされており／他方
の面はスリックコートされている）は、単一カバーＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）ユニットと
協働して、このカバーをマットレスの上にめくり上げるか、または、土台の上にめくり下
ろすことによるマットレス操作を可能にする。
【００８０】
　この実施形態の例示的な仕様を下記に記載する。
・織物：　　２×ポリウレタンコートナイロンリップストップのシーツ、各々７５インチ
×７９インチ
・マットレス封入材：　　１×Ｐｒｏｔｅｃｔ－Ａ－Ｂｅｄ　ＡｌｌｅｒＺｉｐベッドバ
ッグ／防水寝具封入材
・第２のカバーの織物：　　１×ポリウレタン／スリックコートナイロンリップストップ
のシーツ、各々７５インチ×７９インチ
・側部パネル：　　１×ポリウレタンコートポリエステルジャージニット材料、奥行き１
０インチ
・導管：　　１×ＰＶＣホース、内径１．５インチ×長さ２．５フィート
・空気ポンプ：　　１×コールマン１２０Ｖ電気クイックポンプ（モデル番号５９９９Ｃ
１２０）
 
【００８１】
Ｂｅｄ　Ｍａｋｅｒ（商標）
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　上部マットレスを持ち上げることなくフラットシーツおよび／または毛布を上部マット
レスとボックススプリングとの間に挟むことができるように、上部マットレスの持ち上げ
を最小限に抑えることによって１つまたは複数のフラットシーツを有する全てのサイズの
ベッドメイキングを容易にするための独立したシステムおよび方法が開示される。本明細
書において使用される場合、ボックススプリングは、ボックススプリングまたはプラット
フォームであるものとして理解されたい。
【００８２】
　より詳細には、本発明は、マットレスとボックススプリングとの間で中心に位置するこ
とができる浮揚デバイスに関する。浮揚デバイスは、空気ポンプまたは他の空気源のよう
な空気源によって駆動され、通常モードおよび能動モードを有する。通常モードにおいて
、空気源はオフであり、浮揚デバイスは相対的に平坦である。能動モードにおいて、空気
源はオンであり、浮揚デバイスは拡張されて、上部マットレスをボックススプリングに対
して持ち上げる。浮揚デバイスをマットレスおよびボックススプリングに対して中心に配
置することによって、マットレスの一部分が持ち上げられ、したがって、縁部に沿ってマ
ットレスの重量が軽減される。そのため、能動モード中、フラットシーツおよび毛布を、
上部マットレスを持ち上げる必要なく実質的に労力なしにマットレスとボックススプリン
グとの間に挟むことができる。ベッドメイキングされるとき、空気源は単純にオフにされ
、マットレスがボックススプリング上に降下することが可能になる。
【００８３】
　上述のように、この実施形態は図３０～図４３に示されている。特に、図３０～図３７
は、浮揚デバイスがマットレスまたはボックススプリングの一方または他方に埋め込まれ
ている実施形態を示す。図３８、図３９、図４２および図４３は、浮揚デバイスが、消費
者または商業施設によってマットレスまたはボックススプリングのいずれかの上に容易に
設置することができる単一カバーとして形成されているアフターマーケット実施形態を示
す。図４０および図４１は、２つのカバーとして形成されている代替的なアフターマーケ
ットデバイスを示す。
【００８４】
　本明細書に記載する本発明は、上述のように、１つまたは複数のフラットシーツを用い
て適切にベッドメイキングされるときに有用である。本明細書において使用される場合、
フラットシーツは、後述するような標準的なマットレスを被覆するための標準的なサイズ
を有する布の矩形シーツを意味するように定義される。
【００８５】
　米国標準マットレスおよび標準フラットシーツは下記に記載する。本発明の原理は、非
米国マットレスおよびフラットシーツサイズ、ならびに非標準サイズにも適用可能であり
、いわゆる「ディープポケット」マットレスおよびフラットシーツにも適用されることに
留意されたい。
【００８６】
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【表１】

【００８７】
【表２】

【００８８】
　まず図３０ａ～図３７を参照すると、ＢｅｄＭａｋｅｒ（商標）デバイスの第１の実施
形態が示されている。この実施形態において、浮揚デバイスは、図３０ａおよび図３０ｂ
に示すように、マットレスの裏面またはボックススプリングの上面のいずれかに埋め込ま
れてもよい。本明細書における定義として、「埋め込まれる（ｅｍｂｅｄｄｅｄ）」は、
例えば、縫合によって永続的に取り付けられるか、または、ジッパもしくはベルクロ締結



(26) JP 2015-525615 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

システムのようなファスナシステムを使用してボックススプリングもしくはマットレスの
表面に取り外し可能に取り付けられることを意味するように定義される。その上、図３０
～図４３に示す様々な実施形態は、上向き方向にある浮揚デバイスからの空気流を図示し
ているが、本発明の原理は、浮揚デバイスからの空気流が概して下向きまたは上向きの方
向にある実施形態に適用可能である。
【００８９】
　まず図３０ａを参照すると、上部マットレス２０１およびボックススプリング２０３が
図示されている。浮揚デバイスは、概して参照符号２００によって識別される。浮揚デバ
イス２００は、概して参照符号２０２によって識別される、縫合または他の様態でともに
締結されている２枚の材料から形成される膨脹可能量を含む。図３０ａに示すように、膨
脹可能量は、図３０に示すような円形形状、あるいはそれぞれ図４４および４５に示すよ
うな矩形もしくは八角形形状、または図１３５ａ～図１３８にさらに示すような実質的に
任意の形状によって形成されてもよい。
【００９０】
　膨脹可能量２０２は、空気入り口ノズル２０４と、概して参照符号２０６によって識別
される１つまたは複数の通気孔とを含む。４つの通気孔が図示されている。より多いまた
はより少ない通気孔２０６が使用されてもよい。通気孔２０６は、空気供給が空気入り口
ノズル２０４に適用されるとき、能動モード中、膨脹可能量２０２を図３３および図３４
に示すような拡張状態に維持しながら、膨脹可能量２０２からの過剰な空気を排出するた
めに使用される。
【００９１】
　膨脹可能量２０２内に１つまたは複数のエアポケットを生成するために、１つまたは複
数のグロメットまたは縫合２０８が使用されてもよい。図３３に最良に示されているよう
に、グロメット２０８は、空気供給が空気入り口ノズル２０４（図３０ａ）に接続されて
いるときにエアポケット部分２１０および２１２を画定するドーナツ形状エアポケットを
生成する。これらのエアポケット部分２１０、２１２が、カバー２１８および上部マット
レス２０１を持ち上げる。たとえポケット部分２１０および２１２が側面２１４および２
１６まで延伸しなくとも、マットレス２０１は側面２１４および２１６に沿って上昇する
傾向にある。
【００９２】
　一実施形態において、浮揚デバイス２００は、２枚のシーツから形成される膨脹可能量
２０２、および、第３のシーツを形成するカバー２１８を含む。カバー２１８は、空気出
口孔からの空気流に抵抗を与えるために使用される。十分な抵抗を与えるための材料がマ
ットレスの裏面または土台から見出される他の実施形態においては、カバー２１８は取り
除かれてもよい。図３０ａ、図３３および図３４に示すように、例えば、矢印２１９（図
３４）、２２０および２２２（図３３）によって示されるようにポケット部分２１０およ
び２１２を充填するために、空気が、空気ポンプ２５０（図３９）によって、矢印２１７
（図３３）によって示されるように空気入り口ノズル２０４に与えられる。過剰な空気は
、矢印２２４および２２６（図３４）によって示されるようにカバー２１８の下にエアク
ッションを生成するために、通気孔２０８（図３０ａ）を通じて排出される。カバー２１
８の下の空気圧を通じて作用するこのエアクッションは、図３３および図３４に示すよう
に上部マットレス２１４を持ち上げるために、ポケット２１０および２１２の拡張によっ
て生成される上向きの力を支持するのに使用され得る。連続的に空気を供給することによ
って、カバー２１８は、例えば、空気供給が空気入り口ノズル２０４に接続されていると
きに、概して矢印２２８（図３０ａ）、２３０（図３２）および２３２（図３４）によっ
て示すように、周縁の周りで過剰な空気を漏出させるためのふるいとして構成される。ふ
るいは、空気入り口ノズル２０４への所与の量の空気流に対する上部カバー２１８からの
漏出および通気孔２０８からの空気流が、図３３に最良に示されているように、エアポケ
ット部分２１０、２１２（図３３）を拡張位置に維持するのに十分であるように構成され
る。ベッドメイキングされると、空気入り口ノズル２０４（図３０ａ）への空気供給はオ
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フにされる。その後、ポケット内の空気が通気孔２０８およびふるいを通じて排出される
。
【００９３】
　上述のように、浮揚デバイス２００は、膨脹可能量２０２と、カバー２１８とを含む（
図３０ａ）。埋め込み実施形態において、膨脹可能量のいくつかの実施形態がある。一実
施形態において、膨脹可能量は、別個のデバイスとして形成され、独立したボックススプ
リング２０３に追加され得る。この実施形態において、膨脹可能量２０２は、ＰＵコート
ナイロンリップストップもしくはＰＵ／ＰＶＣコートナイロンタフタまたは同様もしくは
より低い通気性の材料のような、空気不透過性材料の２枚のシーツ２３４、２３５から形
成される。この実施形態において、これらのシーツは、図３０ａに示すような円形形状、
あるいは、それぞれ図４４および４５に示すような矩形もしくは八角形形状のような他の
形状、または図１３５ａ～図１３８にさらに示すような実質的に任意の形状に切断される
。代替的に、膨脹可能量２０２の形状は、２枚のシーツを所望の形状にともに縫合によっ
て作成されてもよい。
【００９４】
　空気入り口ノズル２０４はまた、シーツ内に一体的に形成される。シーツはその後、上
述のように、織物シーツもしくはポリマーベースのシーツのための縫合、接着剤および／
またはヒートシーリングのような、シーツに使用される材料に適した締結方法を使用して
所望の形状にともに締結される。
【００９５】
　独立した膨脹可能量２４４（図３８～図４１）を有する実施形態において、膨脹可能量
は、単純にボックススプリング２０３の上に配置することができ、それによって、空気入
り口ノズル２０４がそこから外向きに延伸する。代替的に、膨脹可能量２０２（図３０ａ
）は、カバー２１８（図３４）の裏面に固定されてもよく、または、ボックススプリング
２０３の上面２３４に固定されてもよい。両方の実施形態において、カバー２１８はボッ
クススプリング２０３に固定される。図３２に最良に示されているように、カバー２１８
は、概して参照符号２３６によって識別される複数の風洞によってふるいを生成するよう
に、ボックススプリング２０３に固定される。上述のように、ふるいは、矢印２２８（図
３０ａ）によって示すように、カバーの下から過剰な空気を排出するように機能する。
【００９６】
　通気孔２０６から放出される空気が、膨脹可能量２０２とカバー２１８の裏面との間に
形成されるエアポケット部分２３８および２４０（図３３）に集まることを可能にするた
めに、カバー２１８は単純に膨脹可能量２０２（図３０ａ）の上にある。エアポケット２
３８および２４０内の過剰な空気は、風洞２３６を通じて排出される（図３２、図３４）
。本明細書において定義されるものとして、過剰な空気とは、上部マットレス２０１（図
３３）を持ち上げるのに必要とされる空気圧の量を超える空気圧を意味する。
【００９７】
　代替的に、膨脹可能空気量２０２は、上部カバー２１８に組み込まれてもよく、または
、ボックススプリング２０３の上面２３４（図３０ａ）に組み込まれてもよい。膨脹可能
量２０２を組み込むことは、複数の方法で達成することができる。１つの方法は、膨脹可
能量を２枚の材料から独立した物品として形成し、上述したような適切な手段によって膨
脹可能量２０２を、カバー２１８またはボックススプリング２０３の上面２３４のいずれ
かに固定することである。
【００９８】
　代替的に、カバー２１８または上面２３４は、膨脹可能量の一部分を形成するのに使用
されてもよい。これらの実施形態において、カバー２１８またはボックススプリング２０
３の上面２３４は、空気不透過性材料から形成される。この実施形態において、膨脹可能
量２０２は、空気不透過性材料片を膨脹可能量２０２の形状に切断し、これを上部カバー
２１８またはボックススプリング２０３の上面２３４に固定することによって形成される
。
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【００９９】
　空気不透過性材料に加えて、またはその代わりに、風洞２３６（図３２）を通じた漏出
に相当する漏出速度で空気透過性である材料が使用されてもよい。例示的な材料は、ナイ
ロンタフタまたはポリエステルである。そのような実施形態において、風洞２３６は取り
除かれ、上部カバー２１８は、ボックススプリング２０３の周縁の周りで完全に取り付け
られる。
【０１００】
　本発明の代替の実施形態が図３８、図３９、図４２および図４３に示されている。この
実施形態において、概して参照符号２４２によって識別される浮揚デバイスは、膨脹可能
量２４４と、カバー２４６とを含む。この実施形態は、ベッドが購入された後に設置する
ことができるアフターマーケット物品である。この実施形態において、カバー２４６は、
ベッドが購入された後に消費者または商業施設のハウスキーパによって設置されることを
可能にするためにボックスシーツとして形成される。浮揚デバイス２４２は上記または下
記に説明するように作製されてもよい。図４２および図４３に示すように、カバー２４６
は、複数の風洞２４８を有して、または代替的に上述のように形成されてもよい。
【０１０１】
　図３０ｂは図３０ａと同様である。図３０ｂにおいては、膨脹可能空気量は、マットレ
スの裏面に埋め込まれてもよい。図３０ｃおよび図３０ｄは、膨脹可能空気量がカバー内
に埋め込まれている実施形態を示す。図１３９ａ～図１３９ｇは図３０ｂと同様であり、
膨脹可能空気量がマットレスの裏側に埋め込まれており、カバーをマットレスに選択的に
固定するための、カバーおよびマットレスの両方の上の取付部材を有して示されている。
【０１０２】
　図１４５～図１４８は図１３９ｇと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直
取付部材がカバーの端部に取り付けられていることを除いて、側部パネルを有しないカバ
ー、および、マットレスを土台に固定するための異なる取付方法を示す。図１４９～図１
５１は図１３９ｈと同様であるが、カバーが側部パネルを有さず、垂直取付部材がカバー
の端部に取り付けられている点が異なる。
【０１０３】
　図３８、図３９、図４２および図４３は図３０ａ～図３７に示す実施形態と同じように
動作する。特に、図４３を参照すると、空気供給２５０からの空気が、概して参照符号２
５２によって示されている矢印によって示すように、膨脹可能空気量２４４内に受け入れ
られ、それによって、膨脹可能空気量２４４内のポケット２５４が拡張され、したがって
、カバー２１８が持ち上がり、それによって、図示され矢印２５６および２５８によって
示されているように上部マットレス２０１が持ち上げられる。上述のように、過剰な空気
が通気孔（図示せず）を通じて排出され、膨脹可能量２４４とカバー２４８との間で移動
し、矢印２６２（図４２）によって示すように、または代替的に上述のように、カバー２
４８内に形成されている風洞２６０を出る。
【０１０４】
　本発明の第３の実施形態が図４０および図４１に示されている。この実施形態は、概し
て参照符号２６６によって識別される浮揚デバイスであり、２つのカバー２６８および２
７０を含む。両方のカバー２６８および２７０がボックスシーツとして形成され、両方と
も、図４０に示すような空気が吹き下ろす上部マットレス２０１、または、図４１に示す
ような空気が吹き上げるボックススプリング２０３のいずれかに設置される。カバー２６
８および２７０は、図５に関連して下記に説明するように、または上述したように形成さ
れてもよい。この実施形態において、過剰な空気はカバー２６８と２７０との間で自然に
逃げ、したがってふるいの必要がなくなる。
【０１０５】
　ベッドメイキングするのを容易にするための本発明の実施形態に関連して上述した実施
形態の全ては同様に動作し、図３５～図３７に関連して説明される。まず図３５を参照す
ると、空気供給２５０（図４３）が空気入り口ノズル２０４（図３０）に取り付けられて
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オンになり能動モードが規定されると、マットレス２０１の、端部の周りの部分が持ち上
がる。
【０１０６】
　図３５に示すように、シーツまたは毛布２７２はマットレス２０１の端部からぶら下が
って示されている。次に、図３６に示すように。毛布またはシーツ２７２の自由端がマッ
トレス２０１とボックススプリング２０３との間に挟まれる。マットレス２０１の重量は
浮揚デバイス２００（図３０）によって支持されており、マットレスの端部はわずかに持
ち上げられているため、消費者または商業ハウスキーパは、マットレス２０１（図３６）
とボックススプリング２０３との間で矢印２７６の方向に自身の手を容易にかつ実質的に
労力なしにスライドさせることが可能である。図３６に示すように、その動作がマットレ
ス２０１の端部２１４をわずかに持ち上げ、毛布またはシーツ２７２がカバー２１８（図
３０）の上部とマットレス２０１の底面２７８（図３７）との間に挟まれることを可能に
する。矢印２８０によって示すような浮揚デバイス２００（図３０）の持ち上げる力が、
矢印２８２（図３７）によって示されるようにユーザの手２７４が退くときにシーツまた
は毛布２７２を適所に保持する。
【０１０７】
　図３１に示すように、ユーザは反対の側端部２１４および２１６ならびに脚側終端部２
１５へと進み、シーツまたは毛布２７４を挟み込む。ユーザが側端部２１４および２１６
ならびに脚側終端部２１５へと進むと、毛布またはシーツ２７４のその部分は適所に保持
される。挟み込みは、毛布またはシーツ２７４がマットレス２０１とボックススプリング
２０３との間に完全に挟まれるまで継続する。概して参照符号２８６によって示すコーナ
が、側端部２１４～２１６の前または後のいずれかに挟み込まれてもよい。図３１は、ベ
ッドの脚側端部２１５のコーナが最後に挟み込まれる例示的な応用例を示す。
【０１０８】
　図３２に示すように、ベッドメイキングされている間、過剰な空気が、上述したように
、概して参照符号２８８によって識別される矢印の方向に排出される。ベッドメイキング
されると、空気供給２５０（図３９）はオフにされ、通常モードが規定される。このモー
ドにおいて、マットレス２０１はボックススプリング２０３上に堅固に載置される。空気
供給２５０およびその導管２９０は空気供給ノズル２０４（図３０）から分離されてもよ
い。
【０１０９】
　図４０および図４１に示す本発明の重要な態様は、多機能であり、したがってハイブリ
ッドデバイスを形成することである。より具体的には、図４０および図４１に示す実施形
態は、上述したようにベッドメイキングするのを容易にするか、または代替的にマットレ
スを回転させるために使用することができる。本発明のこの態様を利用するために、両方
のカバー２６８および２７０がマットレス２０１またはボックススプリング２０３の一方
または他方に取り付けられ、上述のように、ベッドメイキングモードが規定される。カバ
ー２７０がマットレス２０１およびボックススプリング２０３の一方または他方に取り付
けられ、カバー２６８がマットレス２０１またはボックススプリング２０３の他方に取り
付けられるようにカバー２７０を反転させることによって、本発明は、マットレス２０１
を回転させるのに使用することができ、後述するように、マットレス回転モードが規定さ
れる。
【０１１０】
浮揚デバイス
　浮揚デバイス２００は、例えば、図３０ａに示すような、矩形パターンに構成されてい
る膨脹可能量２０２を含む。本発明の原理は、代替的なパターンにも適用可能である。例
えば、図４４は、矩形パターンの膨脹可能量３０２を有する浮揚デバイス３００を示す。
図４５は、八角形パターンの膨脹可能量３１２を有する浮揚デバイス３１０を示す。図１
３５ａ～図１３８は、縫合パターンに対する代替の実施形態を示す。図４４および図４５
は、膨脹可能空気量の空気出口孔の上にカバーを含む実施形態を示す。空気出口孔が、マ
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ットレスの裏面の材料、または、空気出口孔と接することになる土台の材料と接している
、膨脹可能空気量の２シーツ実施形態。
【０１１１】
　浮揚デバイス３００および３１０は、膨脹可能量のパターンを除いて基本的に同じであ
るため、浮揚デバイス３００のみを説明する。図４４を参照すると、浮揚デバイス３００
は、膨脹可能量３０２および破線で示されている空気入り口ノズル３０４によって形成さ
れる。膨脹可能量３０２は、破線で示されており概して参照符号３０６によって識別され
る１つまたは複数の空気出口孔と、上述のような１つまたは複数のグロメット３０８また
は縫合とを含む。図示されている例示的な実施形態において、膨脹可能量３０２は、カバ
ーによって被覆されており、図３８に示す浮揚デバイスと同様に単一カバーアフターマー
ケットデバイスとして形成され、ボックススプリング２０３に取り付けられている。
【０１１２】
　図４０および図４１に示すハイブリッド実施形態に使用される材料は、後述するものと
同じである。図３０～図３７に示す埋め込み実施形態の材料は、下記に記載するようなも
のであってもよく、ＰＵコートナイロンリップストップおよび／またはＰＶコートナイロ
ンタフタであってもよい。図３８および図３９に示すハイブリッド実施形態の材料は、上
記に記載したようなものであってもよい。
【０１１３】
Ｍａｔｔｒｅｓｓ　３６０（商標）
　図１～図２９は、ボックススプリングまたはプラットフォームによって担持される、水
平面内でマットレスの回転を容易にするためのデバイスに関する。デバイスの第１の実施
形態が図５～図８に示されている。この実施形態において、ボックススプリングに対する
マットレスの回転を容易にするために、マットレスとボックススプリングまたはプラット
フォームとの間の滑らかな表面が、それらの間の通常の摩擦を低減するために選択的に接
触される。滑らかな表面は、２つの別個のカバー、すなわち、ボックススプリングまたは
プラットフォームのための第１のカバーおよびマットレスのための第２のカバーによって
もたらされる。第１のカバーには、滑らかな表面および滑らかでない表面が設けられる。
さらに回転を容易にするために、第２のカバーは、浮揚デバイスの一部分をも含む一方の
面に滑らかな表面を含む。第２のカバーの他方の面は、滑らかな表面によって形成されて
もよく、または滑らかでない表面によって形成されてもよい。浮揚デバイスは、マットレ
スを持ち上げ、実質的に労力なしに水平面内でマットレスが回転されることを可能にする
空気供給の影響下で、マットレスとボックススプリングとのカバーの間の気柱またはクッ
ションを生成する。マットレスが所望の位置まで回転されると、空気供給が取り除かれ、
第１のカバーがマットレスの裏面に取り付けられ、それによって、その滑らかでない表面
がボックススプリングもしくはプラットフォームまたはベッドスカートと接し、その滑ら
かな表面が他方のカバーの滑らかな面および浮揚デバイスと接し、通常動作モードが規定
される。
【０１１４】
　回転動作モードにおいて、第１のカバーはボックススプリングもしくはプラットフォー
ムまたはベッドスカートに取り付けられ、それによって、その滑らかでない表面がそれと
接触する。代替的に、図１６～図２３に示すように、第１のカバーはボックススプリング
内に一体的に組み込まれてもよく、または、滑らかな表面が、プラットフォームベッドの
一部分を形成するプラットフォーム上に一体的に形成されてもよい。その実施形態におい
て、ボックススプリングまたはプラットフォームに対するマットレスの運動を妨げるため
に、マットレスは、図１９～図２３に示すように、通常動作モードにおいて取り外し可能
ファスナによってボックススプリングまたはプラットフォームに対して固定される。
【０１１５】
　図５に最良に示されているように、参照符号２２によって識別される第１のカバーは、
ボックススプリング３０のサイズに構成されている矩形パネル２６を含む。カバー２２は
、パネル２６の周縁に取り付けられている伸縮可能バンド３４を含んでもよい。バンド３
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４は、概して図６に示すように、カバー２２がボックススプリング３０に取り外し可能に
固定されることを可能にする。カバーの面は奥行き９インチになるように作成されてもよ
く、マットレスまたはボックススプリングの周囲に近密に適合するＰＵコートポリエステ
ル１方向伸縮（水平）材料から作成されてもよい。
【０１１６】
　図３および図４に最良に示されており、概して参照符号１２０によって識別される第２
のカバーは、マットレス２８（図１６）のサイズに構成されているパネル１２４を含む。
カバー１２０は、パネル１２４の周縁に取り付けられている伸縮可能バンド１３２を含む
。バンド１３２は、概して図６に示すように、カバー１２０がマットレス２８の裏面に取
り外し可能に固定されることを可能にする。
【０１１７】
　カバー１２０のパネル１２４およびバンド１３２部分はカバー２２と同様であるが、カ
バー１２０が加えて一体形成浮揚デバイスを含む点が異なっている。より詳細には、拡張
可能空気量または空気袋が、カバー１２０の一部分内に形成される。拡張可能量は、例え
ば、縫合または他の手段によってパネル１２４の一部分の上に固定されている上層１２１
から構成されてもよい。図示のように、上層１２１は、パネル１２４と同じ材料から形成
されてもよく、上述のように、円形形状のような実質的に任意の形状に形成されてもよく
、概してカバー１２０に対して中心に位置してもよい。上層１２１およびパネル１２４は
、外側に向いている滑らかな表面を有して形成される。カバー１２０の他方の面は、滑ら
かな表面または滑らかでない表面のいずれかによって形成されてもよい。
【０１１８】
　膨脹可能量は、吸気ノズル１２３（図３）と、概して参照符号１３１および１３３によ
って識別される１つまたは複数の空気放出孔とを含む。グロメット１２９（図４）、また
は、ヒートシーリング、縫合、接着剤などのような、上部カバー１２１の中心点をパネル
１２４に取り付けるための他の締結手段が、上層１２１に対して中心に位置してもよく、
上部カバー１２１上の一点をパネル１２４に固定し、矢印１３５ａおよび１３７によって
示すような、ノズル１２３から放出孔１３１および１３３への空気流を生成するために参
照符号１４３によって識別される風洞を含む拡張可能量を生成するためにしようされても
よい。
【０１１９】
　図４に示すように、空気が吸気ノズル１２３（図３）に加えられると、拡張可能量は図
示のように膨脹して、グロメット１２９に隣接して気柱が形成されることになる。気柱は
、マットレス２８に埋め込まれているか否かにかかわらず、気柱に接するカバーのような
表面を持ち上げまたは浮揚し、これによって、マットレス２８の一部分を持ち上げ、マッ
トレス２８の周縁に沿った重量のいくらかを軽減する。カバー２２の滑らかな表面は上部
カバー１２１の滑らかな表面およびパネル１２４の滑らかな表面と接しているが、マット
レス２８（図５）は、概して図２に示すように実質的に労力なしに回転される。マットレ
ス２８が所望の位置まで回転されると、カバー２２はマットレス２８に取り付けられ、そ
れによって、その滑らかでない表面がボックススプリング３０と接触させられる。
【０１２０】
　バンド１３２および３４（図３および図５）は、弾性材料、例えば、スパンデックス、
および、メッシュまたは弾性バンドのような伸縮可能材料から形成されてもよく、例えば
、縫合によってそれぞれパネル１２４および２６に取り付けられてもよい。代替的に、バ
ンド３２、３４（図５）は、メッシュまたは伸縮可能織物から形成されてもよい。バンド
１３２および３４（図５）はまた、パネル１２４（図３）、２４、２６と同じ材料、また
は、マットレス、マットレス封入材、もしくはボックススプリングの側面と同じ材料から
形成されてもよく、後述するような垂直取付方法によってマットレス２８およびボックス
スプリングまたはプラットフォーム３０に固定されてもよい。水平取付手段も、マットレ
ス、ボックススプリング、または土台に対するカバーのグリップを緊密にするために使用
されてもよい。上述のような、アフターマーケット封入材およびジッパ着脱可能下部パネ
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ルを有するマットレスカバーを含む、単一カバーおよびカバーなし実施形態はまた、引き
紐（図示せず）または他の取付方法の、２カバー実施形態に関連して説明した取付方法を
も含んでもよい。
【０１２１】
　バンド１３２および３４はまた、図２８ａ～図２８ｂおよび図２９ａ～図２９ｃに示す
ような、労働集約度のより低い方法によって形成されてもよい。これらの図面に示す方法
は、縫合の量、したがって関連する労力を低減する。単純にするために、１つのカバー２
２しか記載および図示していない。しかしながら、これらの教示はまた、カバー１２０の
バンド１３２およびパネル１２４にも適用される。まず図２８ａおよび図２８ｂを参照す
ると、単純にするために、概して参照符号２１によって識別されるカバー白地の１つのコ
ーナが示されている。カバー白地２１は、矩形材料片の各端部に隣接する、概して参照符
号２３によって識別される折り線を有する概して矩形の材料片として形成される。図２８
ａに示すように、材料片は例えば、鈍角を規定する各コーナを切り欠きされる。切り欠き
は、概して参照符号２５によって識別される。バンド３４’が、図２８ｂに示すように折
られる。参照符号２７によって識別される、弾性素材のような可撓性材料片が、切り欠き
２５を架橋するのに使用される。可撓性材料２７は、連続したバンド３４’の端部に固定
される。当業者によって了解されるように、図２８ａおよび図２８ｂに示す実施形態は、
人件費を大幅に低減する。
【０１２２】
　人件費を低減するための第２の技法を図２９ａ～図２９ｃに示す。この実施形態におい
て、材料白地２１’のコーナは切断されて、鈍角ではない切り欠き２５’が形成される。
例示的な切り欠き２５’は概ね９０度角で図示されている。この実施形態において、ファ
スナストリップ２９が、切り欠き２５’に隣接するバンド３４’’の各端部に固定される
。協働取り外し可能ファスナストリップ３１が、隣接するバンド３４’’をともに固定す
るためにファスナストリップ２９に取り付けられてもよい。ファスナストリップ２９およ
び３１は、ベルクロまたは他のタイプのファスナであってもよい。図２９ａ～図２９Ｃに
示す実施形態は、カバー２０が図２９ｃに示すように適所に置かれると、材料白地２１’
が、取り外し可能ファスナストリップ３１によってマットレス２８またはボックススプリ
ング３０の上に並置され、例えば、図２９ｂに示すように最小として部分的に取り外され
、露出した協働ファスナストリップ２９に固定されることを可能にする。
【０１２３】
　図２９ｅ～図２９ｊは、カバー、例えば、本明細書に記載する１カバーマットレス管理
システムのマットレスまたは土台に対するグリップを緊密にするための様々な技法を示す
。図２９ｄおよび図２９ｅに示すように、概して参照符号５０４によって識別されるスナ
ップ、ベルクロまたはボタンのような従来のファスナが、マットレス５００および／また
は土台５０２に堅固に固定される。係合するファスナ５０６がカバー５０３上に設けられ
てもよい。図２９ｄに示すように、カバー５０３は土台５０２に取り付けられている。カ
バー５０３がマットレス５００に取り付けられているとき、係合するファスナ５００およ
び５０６は、図２９ｅに示すようにカバー５０３をマットレスに対して固定するためにと
もに接合される。カバー５０３を土台５０２に固定するために追加の係合するファスナを
カバー５０３および土台上に配置することも企図される。
【０１２４】
　図２９ｆおよび図２９ｇは、図２９ｄおよび図２９ｅと同様である。この実施形態にお
いて、カバー５０３には図２９ｄおよび図２９ｅに示すような側部全体のパネル５０５を
設けられず、代わりに、概して参照符号５０７によって識別されるコーナフラップが設け
られる。図２９ｍおよび図２９ｍは図２９ｄおよび図２９ｅと同様であるが、マットレス
が図２４ａ、図２４ｂに示すような封入材内に封入されているところを示す。図２９ｏお
よび図２９ｐは図２９ｆおよび図２９ｇと同様であるが、マットレスがジッパ付き封入材
内に封入されているところを示す。
【０１２５】
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　図２９ｈおよび図２９ｉは、カバー５０３の間の緊密なグリップをもたらすための異な
る例示的な技法を示す。これらの実施形態において、側部パネルの少なくとも２つ５０９
、５１０は、図示のようにともに取り付けられていない。図２９ｈにおいて、１つの側部
パネル５０９の端部がループ５１２を含む。隣接する側部パネル５０９は、ループ５１２
を受け入れるための、概して参照符号５１４によって識別される複数のボタンを含む。カ
バー５０３のグリップは、ループを掴むために選択される特定のボタンに応じて調整され
る。図２９ｉは同様であるが、マットレスまたは土台に対するカバー５０３のグリップを
緊密にするために引き紐５１４を利用する。図２９ｋおよび図２９ｌは、カバー５０３を
マットレスまたは土台に対して固定するための代替的な方法を表す。
【０１２６】
　図２９ｊは、全ての側部パネルが接続されてボックスシーツが形成されているカバー５
０３を示す。この実施形態において、各側部パネルは、概して参照符号５１６によって示
されているストラップおよびベルクロを含んでもよい。この実施形態において、ストラッ
プは、マットレス５１８または土台（図示せず）に対するカバー５０３のグリップを緊密
にするために、締結位置においてベルクロに締結および取り付けることができる。
【０１２７】
　本発明の重要な態様によれば、カバー２２（図５）は、相対的に摩擦係数が低い「滑ら
かな」面、および、相対的に摩擦係数が高い滑らかでない面を有してもよい。浮揚デバイ
スの一部分を含む他方のカバー１２０は、少なくとも１つの滑らかな面を有し、２つの滑
らかな面を有してもよい。そのため、２つのカバー１２０および２２の滑らかな表面が選
択的に互いに接して配置されると、マットレス２８は、下記により詳細に説明されるよう
に、回転動作モードを規定する構成において、１人の人員によって最小限の労力で水平面
内で回転することができる。カバー２２の滑らかでない面は、選択的にボックススプリン
グ３０の被覆されていない表面と接して配置されるために使用される。滑らかでない面に
よって、通常構成においてマットレスの意図されていない回転を、防止とは言わないまで
も低減するために、ボックススプリング３０、プラットフォームまたはベッドスカート３
６の被覆されていない表面をもたらす。
【０１２８】
　布、および、曲げられ折りやすい他の材料のような、様々な材料が、パネル１２４、２
６、カバー１０、２２に適している。１つのカバー１２０、２２の材料は、滑らかな面お
よび滑らかでない面を有しさえすればよい。滑らかでない面は、滑らかでない材料の一面
に滑らかでない裏当てを被覆もしくは縫合または取り付けることによって、滑らかな材料
の一面に作成することができる。様々な従来利用可能な材料が、滑らかな面および滑らか
でない面を有するカバーに適している。例えば、「３０デニールヒートシール可能（裏面
）１００％ナイロンリップストップ」材料、または、滑らかな面および滑らかでない面に
おいて同様の摩擦係数を有する他の材料が、本発明によって使用するのに適している。そ
のような材料は、ナイロン、例えば、一面に、例えば、ウレタンまたは他の熱可塑性もし
くはヒートシール可能コーティングをコーティングされている１００％ナイロンであって
もよい。そのようなナイロンリップストップ材料は、幅が５８～８６インチ幅になり、重
量が約１．１～４．４オンス毎平方ヤードになることが既知である。そのような材料は、
必要に応じて様々なマットレス幅に対応するために容易につなぎ合わせることができる。
【０１２９】
　本発明によって使用するのに適したナイロンリップストップ材料は、フロリダ州サラソ
ータ所在のＱｕｅｓｔ　Ｏｕｔｆｉｔｔｅｒｓ（ｈｔｔｐ：／ｑｕｅｓｔｏｕｔｆｉｔｔ
ｅｒｓ．ｃｏｍ）のような様々なソースから入手可能である。Ｑｕｅｓｔ　Ｏｕｔｆｉｔ
ｔｅｒｓのタフタ材料は、参照により本明細書に組み込まれる、ｈｔｔｐ：／ｑｕｅｓｔ
ｏｕｔｆｉｔｔｅｒｓ．ｃｏｍ／ｃｏａｔｅｄ．ｈｔｍｌ＃ＨＥＡＴ　ＳＥＡＬＡＢＬＥ
に詳細に記載されている。適切なナイロンタフタ材料は、コロラド州ラブランド所在のＲ
ｏｃｋｙｗｏｏｄｓ（ｈｔｔｐ：／ｗｗｗ．ｒｏｃｋｙｗｏｏｄｓ．ｃｏｍ）からも利用
可能である。Ｒｏｃｋｙｗｏｏｄｓのタフタ材料は、参照により本明細書に組み込まれる
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、ｈｔｔｐ：／ｗｗｗ．ｒｏｃｋｙｗｏｏｄｓ．ｃｏｍ／Ｆａｂｒｉｃｓ－Ｈａｒｄｗａ
ｒｅ－Ｐａｔｔｅｒｎｓ－Ｋｉｔｓ／Ｍｅｄｉｕｍ－Ｗｅｉｇｈｔ－Ｎｙｌｏｎ－Ｆａｂ
ｒｉｃｓ／Ｈｅａｔ－Ｓｅａｌａｂｌｅ－７０－Ｄｅｎｉｅｒ－Ｎｙｌｏｎ－Ｔａｆｆｅ
ｔａに詳細に記載されている。
【０１３０】
　不織材料もまた、滑らかな面および滑らかでない面を有するカバー１２０、２２に使用
されてもよい。例えば、ＤｕＰｏｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって製造され、ｈｔ
ｔｐ：／ｗｗｗ２．ｄｕｐｏｎｔ．ｃｏｍ／Ｐｒｏｄｕｃｔｓ＿ａｎｄ＿Ｓｅｒｖｉｃｅ
ｓ／ｅｎ＿ＶＮ／ｎｗｎ．ｈｔｍｌに詳細に記載されているようなＴｙｖｅｋ（登録商標
）ポリエチレン不織布が使用されてもよい。例えば、Ｓｅａｔｔｌｅ　Ｆａｂｒｉｃｓ，
Ｉｎｃ．、ｈｔｔｐ：／ｗｗｗ．ｓｅａｔｔｌｅｆａｂｒｉｃｓ．ｃｏｍ／ｎｙｌｏｎｓ
．ｈｔｍｌから入手可能であるようなシリコーン含浸ナイロンリップストップのような、
２つの滑らかな面を有する他の材料も使用することができる。一面にコーティングが施さ
れている他の材料も使用することができる。その上に、応用例における各カバーに異なる
材料を使用することができる。
【０１３１】
　下記により詳細に説明されるように、本発明のいくつかの実施形態は、拡張可能空気量
を含み、空気出口孔または調整可能空気出口弁を含まない。これらの実施形態は、拡張可
能空気量からの空気の制御された放出を可能にするために、材料の多孔性に依拠する。
【０１３２】
　本明細書に説明する様々な実施形態は、滑らかな面および滑らかでない面を有する１つ
または２つのカバーを必要とする。以下の材料がこの目的に適しており、下記に記載され
る。例えば、以下の例示的な材料が使用されてもよい。
・ポリウレタンラミネートコーティングまたはシリコーンコーティングが施されているワ
ープニット織物
・ポリウレタンラミネートコーティングまたはシリコーンコーティングが施されている不
織材料
・ポリウレタン裏当てまたはシリコーンコーティングが施されているトリコット織物
・ポリウレタンラミネートコーティングまたはシリコーンコーティングが施されているス
テッチボンド織物
・一面にシリコーンコーティングを施され、他方の面にポリウレタンコーティングを施さ
れているナイロンまたはポリエステルリップストップ
・Ｔｉｅｔｅｘから入手可能なステッチボンド織物、商品番号９４４１６４、型式番号Ｃ
２４３、この織物は３２％レーヨン、２２％ポリエステル、６％トワロンおよび４０％コ
ートである。
【０１３３】
　同様の摩擦係数および多孔性特性を有する材料も使用されてもよい。全てのそのような
材料が本開示の広い範囲内にあると考えられる。
【０１３４】
　以下の布地材料も、上述の様々な表面に使用されてもよい。これらの布地材料は、他方
の非コーティングまたはコーティング面の摩擦係数に対して滑らかな表面または滑らかで
ない表面を生成するために摩擦係数を制御するために、下記に示すように一方または両方
の面をコーティングされずにまたはコーティングされて使用することができる。
　７０デニール×７０デニールナイロンリップストップ
　７０デニール×７０デニールポリエステルリップストップ
　７０デニールナイロンおよびポリエステル混紡
　７０デニールナイロンタフタ
　７０デニールポリエステルタフタ
　３０デニールポリエステルまたはナイロンリップストップまたはタフタ
　２１０デニールオックスフォードナイロン
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　２１０デニールオックスフォードポリエステル
　２１０デニールナイロンおよびポリエステル混紡
　ワープニット織物
　ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）
　ポリエチレンシート
　ポリプロポレンシート
　不織物
　オレフィン（別名ポリエチレンおよびポリプロピレン）
　ステッチボンド織物
　綿混紡
　テリー織材料
　トリコット
　高密度かつ高分子量のポリエチレンフィルム
【０１３５】
　以下のコーティングは、相対的に高い摩擦係数を有する。これらのコーティングが粗い
または滑らかでない表面に使用されてもよい。
　ポリウレタンコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）コート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　熱可塑性プラスチックコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　ゴムコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　ヒートシール可能コート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　ウォーターリペレントコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　アクリルコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　接着剤コート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　上記のいずれかの混紡コーティング非コート（非コート織物本来の摩擦係数）
　以下のコーティングが材料の一面にコーティングされてもよく、相対的に低い摩擦係数
をもたらし、したがって、滑らかな表面をもたらすのに使用されてもよい。
　シリコーンコート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　テフロン（登録商標）コート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　石油系コート／ラミネート／接着／含浸／裏当て
　上記のいずれかの混紡コーティング織物に織り込まれた滑らかな繊維
　非コート（非コート織物本来の摩擦係数）
【０１３６】
　まず図５～図８を参照すると、第１のカバー２２はボックススプリング３０に取り付け
られており、それによって、その滑らかでない面はボックススプリング３０と接しており
、その滑らかな面は上に向いている。浮揚デバイスの一部分を含む第２のカバー１２０は
、マットレス２８の裏面に取り付けられている。回転動作モードにおいて、カバー２２は
ボックススプリング３０に取り付けられ、それによって、その滑らかでない面はボックス
スプリング３０と接し、その滑らかな面は上に向き、それによって、その滑らかな面はカ
バー１２０の滑らかな表面１２１および１２４と接する。通常動作モードにおいて、カバ
ー２２はマットレス２８に取り付けられ、それによって、その滑らかでない面はボックス
スプリング２８に接し、その滑らかな面はカバー１２０の滑らかな表面１２１および１２
４に接し、それによって、ボックススプリング３０またはベッドスカート３６またはプラ
ットフォームに対するマットレス２８の意図されていない運動が低減される。
【０１３７】
　小さい空気供給１２７が、概して図３に示すような導管１２５によって吸気ノズル１２
３に接続される。マットレス２８を持ち上げるのに必要とされる力は、圧力にマットレス
２８の面積を乗算した値に比例するため、上部カバー１２１の面積は、空気ポンプ１６０
によって必要とされる圧力の量によってマットレス２８の総重量に分割され得る。図示の
ように、上部カバー１２１の直径は、例えば、図３に示すように、マットレス２８の幅を
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わずかに下回るように選択されてもよい。
【０１３８】
　本発明の代替の実施形態が図１４および図１５に示されている。この実施形態において
、吸気ノズル１２３（図３）と空気ポンプ１２７との間の導管１２５’は、マットレス２
８に部分的に組み込まれてもよい。図１６は、導管１２５’’が拡張可能量の内部と流体
連通しており、コネクタ１３１によってカバー１２０の外部の空気供給ポンプ１２７（図
３）に接続されているという点で、マットレス２８が埋め込み導管１２５’’を含む、ま
た別の代替の実施形態を示す。
【０１３９】
　図９ａ～図１３は、ベッドスカート３６が、概して図９ａに示すようにボックススプリ
ング３０の上に掛けられている、カバー１２０および２２の一応用例を示す。従来、ボッ
クススプリング３０の上に掛けられているベッドスカート３６を有するマットレス２８の
回転は相対的に煩わしい作業であった。本発明は、そのような応用例においてマットレス
２８の回転を大幅に単純化する。より具体的には、この応用例において、カバー１２０は
マットレス２８の裏面に取り付けられ、それによって、その滑らかでない面または滑らか
でない面、すなわち、上部カバー１２１を含まない面が、マットレス２８と接し、その滑
らかな面、すなわち、上部カバー１２１を含む面が下に向く。他方のカバー２２はベッド
スカート３６の上でボックススプリング３０に取り付けられ、それによって、その滑らか
でない面がベッドスカート３６と接し、その滑らかな面が上に向き、それによって、図９
に示すように、カバー１２０および２２の滑らかな面が互いと接して配置される。その後
、マットレス２８は、概して図２に示すように、実質的に労力なしに回転することができ
る。
【０１４０】
　マットレス２８が所望の位置まで回転された後、カバー２２がマットレス３０の裏面か
ら分離され、図１０ａに示すように、カバー１２０の上でマットレス２８に取り付けられ
る。これによって、カバー２２の滑らかでない面がベッドスカート３６と接して配置され
、マットレス２８の意図されていない回転が、防止されるとは言わないまでも、低減され
る。図１０に示すように、マットレス２８の回転中、カバー２２がベッドスカート３６を
適所に保持するため、ベッドスカート３６は被覆されず、乱されない。
【０１４１】
　図１１～図１３は図９ａおよび図１０ａと同様であり、通常構成においてベッドスカー
ト３６がカバー１２０および２２を隠すのに使用される別の応用例を示す。図１１を参照
すると、ベッドスカート３６はマットレス２８の周りに配置されており、それによって、
その仕上げ面はマットレス２８と接しており、その非仕上げ面は外側に向いている。カバ
ー１２０はベッドスカート３６の上でマットレス２８に取り付けられており、それによっ
て、その滑らかでない面はベッドスカート３６と接しており、その滑らかな面は下に向い
ている。他方のカバー２２はボックススプリング３０に取り付けられており、それによっ
て、その滑らかでない面がボックススプリング３０と接しており、その滑らかな面が上に
向いており、それによって、カバー１２０および２２の滑らかな面が互いと接して配置さ
れている。その後、マットレス３０は、１人の人員によって実質的に労力なしに水平面内
で回転することができる。マットレス２８が所望の位置にくると、カバー１２０はマット
レス２８から分離され、他方のカバー２２の上でボックススプリング３０に取り付けられ
る。これによって、カバー１２０の滑らかでない面が、マットレス２８と接しているベッ
ドスカートの裏面と接して配置され、それによって、マットレス２８の意図されていない
回転が低減される。カバー１２０がボックススプリング３０に取り付けられると、ベッド
スカート３６はボックススプリング３０の上に折り下げられ、それによって、図２および
図１３に示すように第１のカバー１２０および第２のカバー２２の両方が隠れる。図９ｂ
および図１０ｂは図１０ａおよび図１０ｂと同様であるが、マットレスが図２４ａおよび
図２４ｂに示すような封入材内に封入されている１カバー実施形態を示す。
【０１４２】
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　図２４ａ、図２４ｂおよび図２５ａ、図２５ｂは、マットレス封入材バージョンに関し
、カバー１２０が、マットレス２８を封止する、防水カバーのような保護カバー４０に置
き換えられている実施形態を示す。カバー４０は、図２４ａに示され上述したように、浮
揚デバイスの一部分を有して形成される。保護カバー４０は、相対的にぴったりとした適
合をもたらすために、マットレス２８のサイズおよび形状に合わせられる。マットレス２
８が保護カバー４０の内部に配置されることを可能にし、それによって浮揚デバイスが下
に向くように、保護カバー４０の一端に沿って開口４２が設けられる。ジッパ４４のよう
な従来のファスナが、開口４２を閉じるのに使用されてもよい。この実施形態において、
カバー４０の一方の表面４６ａに、浮揚デバイスの上部カバー１２１’またはボックスス
プリング２２（図２４ａ）の上面のように、滑らかな表面４６ａが設けられる。
【０１４３】
　図２４ａを参照すると、マットレス２８およびカバー４０は、滑らかな表面４６ａがボ
ックススプリング３０に面するように構成される。カバー２２は、滑らかな表面および滑
らかでない表面を有して形成される。カバー２２はボックススプリング３０に取り付けら
れており、それによって、その滑らかでない面はボックススプリング３０と接しており、
その滑らかな面は上に向いている。カバー４０の滑らかな面４６ａはカバー２２の滑らか
な面と協働して、回転モードにおける被覆されたマットレス２８の回転を容易にする。カ
バー２２は、上述したように、滑らかな表面および滑らかでない表面を有する。より詳細
には、回転動作モードにおいて、カバー２２はボックススプリング３０に取り付けられ、
それによって、その滑らかでない表面はボックススプリング３０と接し、その滑らかな表
面は、保護カバー４０の滑らかな表面に接するために上に向く。このモードにおいて、空
気ポンプ１２７（図３）がオンにされて、拡張可能気柱に浮揚効果をもたらす空気を充填
し、供給し続けると、マットレス２８は水平面内で労力なしに回転することができる。封
入材の代替的な実施形態が図２４ｂおよび図２５ｂに示されている。
【０１４４】
　２つのカバーを必要とする上述の実施形態に加えて、カバー１２０および２２の一方ま
たは両方がそれぞれマットレスまたはボックススプリング３０内に一体的に形成される代
替の実施形態が下記に説明される。例えば、図１６～図２３に示すように、カバー１２０
および２２の一方または両方は取り除かれ、マットレス２８またはボックススプリング３
０内に一体的に形成されてもよい。例えば、カバー１２０が、マットレス２８の裏面に一
体的に形成されると仮定する。この実施形態において、カバー２２はボックススプリング
３０に取り付けられており、それによって、回転動作モードにおいて、その滑らかでない
表面はボックススプリング３０と接しており、その滑らかな表面は上に向いている。マッ
トレスが所望の位置まで回転されると、カバー２２がマットレス２８に取り付けられ、そ
れによって、通常動作モードにおいて、その滑らかでない表面がボックススプリング３０
と接し、その滑らかな表面がカバー１２０’の滑らかな表面１２１’および１２４’と接
する。
【０１４５】
　代替的に、図１６～図１８に示すように、両方のカバー１２０’および２２’がそれぞ
れマットレス２８およびボックススプリング３０内に一体的に形成されてもよく、それら
のそれぞれの滑らかな表面が常に接する。この実施形態において、カバー１２０’の滑ら
かな表面１２１’および１２４’ならびにカバー２２’の滑らかな表面はマットレス２８
の裏面に取り付けられ、それによって、滑らかな表面が下に向き、マットレス２８の裏面
と接する。回転動作モードにおいて、カバー１２０’の滑らかな表面は、ボックススプリ
ング３０内に一体的に形成されている滑らかな表面と接する。
【０１４６】
　通常動作モードにおいてマットレス２８がボックススプリング３０に対して動くのを防
止するために、ファスナ、例えば、ベルクロファスナが、マットレス２８およびボックス
スプリング３０の両方のコーナに設けられてもよい。特に、持続性ファスナストリップ５
４が、図１６、図１７および図１９に示すようにマットレス２８のコーナに設けられる。
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同様に、持続性ファスナストリップ５６が、ボックススプリング３０のコーナに設けられ
る。図１７および図１９に示すように、マットレス２８がボックススプリング３０と正確
に位置合わせされると、マットレス２８上の持続性ファスナストリップ５４、５６はボッ
クススプリング３０上の持続性ファスナストリップ５６と位置合わせされる。ボックスス
プリング３０に対してマットレス２８を固定するために、取り外し可能協働ファスナスト
リップ５８が、図１８および図２０に示すような持続性ファスナストリップ５４および５
６に選択的に取り付けられ、通常動作モードが規定される。取り外し可能ファスナストリ
ップ５８は、マットレス２８を回転させるために単純に取り外され、マットレス２８が回
転されると再配置される。
【０１４７】
　本発明の代替の実施形態が図１４３および図１４４ａに示されている。この実施形態に
おいて、マットレスは、例えば、図１４４ｂに示すような垂直取付デバイスによって土台
に固定される。
【０１４８】
　２つの代替の実施形態が図２１～図２３に示されている。図２１および図２２に示す実
施形態において、持続性ファスナストリップ６０および６２が、マットレス２８およびボ
ックススプリング３０が一緒になる端部に隣接して、マットレス２８およびボックススプ
リング３０の周縁の周りに位置する。図２２に示すように、協働取り外し可能ファスナス
トリップ６４が、それぞれマットレス２８およびボックススプリング３０上の持続性ファ
スナストリップ６０および６２に取り付けられる。図２３に示すようなまた別の代替の実
施形態において、協働取り外し可能ファスナストリップ６４は、ベッドスカート６６の内
部に固定されてもよい。そのような構成によって、マットレス２８およびボックススプリ
ング３０がともに固定されるだけでなく、この構成によって、ベッドスカート６６が容易
に設置されることも可能になる。
【０１４９】
　図２６および図２７は、概して参照符号７０によって識別される、プラットフォームベ
ッド上の本発明の応用例を示す。この実施形態において、カバー１２０’は、マットレス
２８の裏面に組み込まれており、吸気ノズル１２３がマットレス２８の一端までで終端さ
れている。この実施形態において、マットレス２８は、カバー１２０’の滑らかな表面１
２１’および１２４’と協働する滑らかな表面７４を有して形成されているプラットフォ
ーム７２上に直に載置されている。回転動作モードにおいて、空気供給（図示せず）から
の空気が、マットレス２８を浮揚させる吸気ノズル１２３に加えられる。ヘッドボード７
６がプラットフォーム７４から取り外されてもよく、または代替的に、マットレス２８が
その所望の位置まで回転される前に、マットレスがヘッドボードから外方に滑り出されて
もよい。その後、空気供給が取り除かれ、マットレスはプラットフォーム７２上の載置位
置に戻り、ヘッドボード７６は通常モードに再配置される。マットレス２８はその後、従
来のファスナシステム、または、後述する取付方法のいずれか、または、任意の他の従来
の取付方法によってプラットフォーム７４に固定される。
【０１５０】
取付手段
　様々な垂直および水平取付が本明細書に開示される。例えば、図２８ａ～図２９ｃ、お
よび図２９ｈ～図２９ｌに示すように、水平取付が側部パネルをともに固定するのに使用
される。図２４ｊに示すような他の取付手段もまた使用されてもよい。そのような水平取
付はまた、カバーの側部パネル、または任意選択的に封入材の、マットレスまたは土台に
対するグリップを緊密にするために使用されてもよい。水平取付手段も、マットレス、ボ
ックススプリング、または土台に対するカバーのグリップを緊密にするために使用されて
もよい。上述のような、アフターマーケット封入材およびジッパ着脱可能下部パネルを有
するマットレスカバーを含む、単一カバーおよびカバーなし実施形態はまた、２カバー実
施形態に関連して説明した取付方法をも含んでもよい。
【０１５１】



(39) JP 2015-525615 A 2015.9.7

10

20

　カバーをマットレス（図１４３～図１４４ａおよび１４８）に、カバーをジッパ着脱可
能下部パネル（図１３９ｈ～図１３９ｊ、図１４０ａ、図１４０ｂ、および図１４９～図
１５１）に、および、アフターマーケット封入材（図１３９ｊ、図１４１ａ～図１４１ｃ
、および図１４５～図１４７）を固定するのに垂直取付が使用される。カバーをマットレ
スに（図２４ｍ、図２４ｎ）、および、アフターマーケット封入材によって被覆されてい
るマットレス（図２４ｏおよび図２４ｐ）を取り付けるための様々な他の垂直取付が示さ
れている。
【０１５２】
　加えて、反転パネル、ストラップ、または他の部材（図示せず）が、マットレス、マッ
トレスカバー、封入材、または土台のいずれかに取り付けられ得る。ファスナシステムは
、ジッパ、ボタン、バックル、またはカバーもしくは土台に対する他のファスナのような
係合するファスナと協働して、マットレスを土台に固定し、または、カバーをマットレス
、マットレスカバー、もしくは封入材、もしくは土台に固定する反転パネル、ストラップ
、または他の部材に埋め込むことができる。
【０１５３】
　本明細書に記載および例示した全てのファスナシステムは、本発明の全ての実施形態の
ための垂直および水平取付の両方に適しており、互いにまたは任意の他の従来の取付方法
と交換可能に、またはそれと組み合わせて使用することができる。
【０１５４】
　上記の教示に照らして明らかに、本発明の多くの改変および変更が可能である。例えば
、カバー１２０のみを有する本発明を利用することができる。この実施形態において、本
発明は、浮揚デバイスと協働するのにボックススプリング３０の表面に依拠する。また、
カバー２２には、２つの滑らかな面または滑らかな面および滑らかでない面が設けられ得
る。したがって、添付の特許請求項の範囲内で、本発明は上記に具体的に記載されている
以外の様態で実践されてもよいことは理解されたい。
【０１５５】
　特許請求され、米国特許明細書によって保護されるよう所望されるものは、添付の特許
請求の範囲の通りである。
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